
(57)【要約】
本発明は、花色素生合成の遺伝を明らかにし、花きの花色遺伝と色素遺伝子型の関係を明
らかにし、花きの新花色作出について実用的花色遺伝型交配法を提供するものであり、花
色遺伝型が経路式（１）のフラボノイド生合成に関与し、フラボノイド３’－ヒドロキシ
ラーゼ（Ｆ３’Ｈ）やフラボノイド３’、５’－ヒドロキシラーゼ（Ｆ３’、５’Ｈ）の
遺伝が五つの複対立遺伝子によって制御されているという新しい法則を見出し、結果とし
て、遺伝子組み替え、放射線等照射などによる突然変異を起こさせる方法を用いなくても
、花きの色素遺伝子型からその花色を自由に創成できる、遺伝子型Ｄ／ｄ・Ｅ／ｅ・ＨＸ

ＨＸ ・Ｐｇ／ｐｇ・Ｃｙ／ｃｙ・Ｄｐ／ｄｐを用い、新花色を作出する方法である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
花 き の 花 色 発 現 に 関 わ る 主 要 ア ン ト シ ア ニ ジ ン 色 素 の ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン （ Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ
ジ ン （ Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ ル フ ィ ニ ジ ン （ Ｄ ｐ ｎ ） の 遺 伝 で あ っ て 、 遺 伝 子 型 Ｈ Ｘ Ｈ Ｘ ・ Ｐ ｇ ／
ｐ ｇ ・ Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ ・ Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ を 用 い 、 新 花 色 を 作 出 す る 花 色 遺 伝 型 交 配 法 。
【 請 求 項 ２ 】
花 き の 花 色 発 現 に 関 わ る 主 要 ア ン ト シ ア ニ ジ ン 色 素 の ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン （ Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ
ジ ン （ Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ ル フ ィ ニ ジ ン （ Ｄ ｐ ｎ ） の 遺 伝 並 び に 花 形 に 関 わ る 八 重 型 、 覆 輪 型 の
遺 伝 で あ っ て 、 遺 伝 子 型 Ｄ ／ ｄ ・ Ｅ ／ ｅ ・ Ｈ Ｘ Ｈ Ｘ ・ Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ ・ Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ ・ Ｄ ｐ ／ ｄ
ｐ を 用 い 、 新 花 色 を 作 出 す る 花 色 遺 伝 型 交 配 法 。
【 請 求 項 ３ 】
花 色 遺 伝 型 が 経 路 式 （ Ｉ ）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 Ｈ Ｔ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｚ 、 Ｈ Ｏ は 、 フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 の 前 駆 物 質 で の Ｂ 環 の
水 酸 化 に 関 す る 複 対 立 遺 伝 子 を 表 す 。 Ｈ Ｔ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｚ 、 Ｈ Ｏ の ５ つ の 複 対 立 遺 伝
子 は 、 フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ Ｈ ） と フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ 、 ５ ’ － ヒ
ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ 、 ５ ’ Ｈ ） の 、 そ れ ぞ れ ３ ’ 位 の 水 酸 化 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 、 ３ ’
、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 、 ３ ’ 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 、 お よ び ３ ’ 位 と ３ ’ 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 を 制 御
す る 。 こ の ５ つ の 複 対 立 遺 伝 子 の 表 記 方 法 は 、 例 え ば 、 Ｔ 、 Ｆ 、 Ｄ 、 Ｚ 、 Ｏ な ど 他 の 表 記
法 で も よ い 。 Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ 、 Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ お よ び Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ は 、 Ｐ ｇ ｎ 、 Ｃ ｙ ｎ 、 Ｄ ｐ ｎ の 生
合 成 に 関 与 す る ジ ヒ ド ロ フ ラ ボ ノ ー ル リ ダ ク タ ー ゼ （ Ｄ Ｆ Ｒ ） 、 あ る い は ア ン ト シ ア ニ ジ
ン シ ン タ ー ゼ （ Ａ Ｓ ） の 発 現 に 対 立 す る 遺 伝 子 座 が そ れ ぞ れ に 存 在 す る こ と を 示 し 、 Ｄ ／
ｄ は 八 重 の 花 冠 形 質 、 Ｅ ／ ｅ は 覆 輪 の 花 冠 形 質 を 示 す 。 ）
の フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 に 関 与 し 、 遺 伝 す る 請 求 の 範 囲 第 １ 項 記 載 の 花 色 遺 伝 型 交 配 法 。
【 請 求 項 ４ 】
花 き の 花 色 が フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 過 程 で 遺 伝 す る 請 求 の 範 囲 第 １ 項 に 記 載 の 花 色 遺 伝 型 交
配 法 。
【 請 求 項 ５ 】
花 き の 花 色 が フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 過 程 で 遺 伝 す る 請 求 の 範 囲 第 ２ 項 に 記 載 の 花 色 遺 伝 型 交
配 法 。
【 請 求 項 ６ 】
花 き の 花 色 が フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 過 程 で 遺 伝 す る 請 求 の 範 囲 第 ３ 項 に 記 載 の 花 色 遺 伝 型 交
配 法 。
【 請 求 項 ７ 】
花 き の 花 色 が 母 性 遺 伝 す る 請 求 の 範 囲 第 １ 項 ～ 第 ６ 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 花 色 遺 伝 型
交 配 法 。
【 請 求 項 ８ 】
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花 色 を 作 出 す る 花 色 遺 伝 型 交 配 の 組 み 合 わ せ を 決 定 す る も の で あ っ て 、 花 粉 親 の 配 偶 子 を
行 と し 、 種 子 親 の 配 偶 子 を 列 と す る 、 請 求 の 範 囲 第 １ 項 ～ 第 ７ 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
複 対 立 遺 伝 子 の 組 み 合 わ せ 早 見 表 。
【 請 求 項 ９ 】
花 色 遺 伝 型 交 配 の 組 み 合 わ せ か ら 花 き の 花 色 を 決 定 す る も の で あ っ て 、 花 粉 親 の 配 偶 子 を
行 と し 、 種 子 親 の 配 偶 子 を 列 と す る 、 請 求 の 範 囲 第 １ 項 ～ 第 ７ 項 の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
複 対 立 遺 伝 子 の 組 み 合 わ せ か ら 花 色 を 知 る こ と の で き る 早 見 表 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 の 範 囲 第 ８ 項 に 記 載 の 複 対 立 遺 伝 子 の 組 み 合 わ せ 早 見 表 を 新 花 色 を 作 出 す る 花 色 遺 伝
型 交 配 に 使 用 す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 の 範 囲 第 ９ 項 に 記 載 の 複 対 立 遺 伝 子 の 組 み 合 わ せ 早 見 表 を 新 花 色 を 作 出 す る 花 色 遺 伝
型 交 配 に 使 用 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
　 産 業 上 の 利 用 分 野
　 本 発 明 は 、 花 色 遺 伝 型 を 適 用 し た 花 き の 新 花 色 育 種 法 に 関 す る 。 よ り 詳 し く は 、 開 花 植
物 、 す な わ ち 、 被 子 植 物 （ ａ ｎ ｇ ｉ ｏ ｓ ｐ ｅ ｒ ｍ ｓ ） の 花 と 、 遺 伝 子 形 を 改 変 す る た め の
処 理 で あ る 交 配 の 方 法 と か ら な る 新 規 植 物 ま た は そ れ ら を 得 る た め の 処 理 に 関 す る も の で
あ る 。 ま た 、 生 殖 交 雑 （ ｓ ｅ ｘ ｕ ａ ｌ 　 ｈ ｙ ｂ ｒ ｉ ｄ ｉ ｚ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） の 段 階 を 含 む 育 種
（ ｂ ｒ ｅ ｅ ｄ ｉ ｎ ｇ ） に よ っ て 得 ら れ た 植 物 や そ の 一 部 を 用 い る 方 法 で あ る 。 ま た 、 新 規
植 物 （ ｎ ｅ ｗ 　 ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ｓ ） ま た は そ れ ら を 得 る た め の 方 法 で あ っ て 、 被 子 植 物 （ ａ ｎ
ｇ ｉ ｏ ｓ ｐ ｅ ｒ ｍ ｓ ） な ど の 花 き 類 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ ｉ ｎ ｇ 　 ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ｓ ） 、 特 に 花 （ ｆ
ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ ｓ ） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
　 　 ア ン ト シ ア ニ ン 類 （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｎ ｓ ） は フ ラ ボ ノ イ ド 化 合 物 （ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ
ｎ ｏ ｉ ｄ ｓ ） の 一 種 で あ り 、 植 物 の 花 、 果 実 、 葉 な ど に 広 く 存 在 し 、 赤 、 紫 、 青 な ど の 呈
色 に 関 係 す る 色 素 配 糖 体 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｌ ｙ ｃ ｏ ｓ ｉ ｄ ｅ ｓ ） で あ る 。 ア ン ト シ ア
ニ ン 類 （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｎ ｓ ） を 塩 酸 で 加 水 分 解 （ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｌ ｙ ｓ ｉ ｓ ） す る と
、 糖 部 （ ｓ ｕ ｇ ａ ｒ ｓ ） と ア グ リ コ ン 部 （ ａ ｇ ｌ ｙ ｃ ｏ ｎ ｅ ） で あ る ア ン ト シ ア ニ ジ ン （
ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ） に 分 解 さ れ る （ 非 特 許 文 献 １ 、 村 上 孝 夫 ： 天 然 物 の 構 造 と
化 学 、 廣 川 書 店 、 １ ９ ８ ４ 年 ９ 月 ： １ ７ ０ － １ ７ ２ ） 。
　 フ ラ ボ ノ ー ル 配 糖 体 （ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｌ 　 ｇ ｌ ｙ ｃ ｏ ｓ ｉ ｄ ｅ ｓ ） 類 は フ ラ ボ ノ イ ド 化
合 物 （ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｉ ｄ ｓ ） の 一 種 で あ り 、 植 物 の 花 、 果 実 、 葉 葉 な ど に 広 く 存 在 し 、
黄 色 に 呈 色 す る 色 素 配 糖 体 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｌ ｙ ｃ ｏ ｓ ｉ ｄ ｅ ｓ ） で あ る 。 フ ラ ボ ノ
ー ル 配 糖 体 類 （ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｌ 　 ｇ ｌ ｙ ｃ ｏ ｓ ｉ ｄ ｅ ｓ ） を 塩 酸 で 加 水 分 解 （ ｈ ｙ ｄ ｒ
ｏ ｌ ｙ ｓ ｉ ｓ ） す る と 、 糖 部 （ ｓ ｕ ｇ ａ ｒ ｓ ） と ア グ リ コ ン 部 （ ａ ｇ ｌ ｙ ｃ ｏ ｎ ｅ ） で あ
る フ ラ ボ ノ ー ル （ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｌ ） に 分 解 さ れ る （ 非 特 許 文 献 ２ 、 村 上 孝 夫 ： 天 然 物 の
構 造 と 化 学 、 廣 川 書 店 、 １ ９ ８ ４ 年 ９ 月 ： １ ５ ５ － １ ８ ５ ） 。
　 ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ） 類 は 、 植 物 の 花 に お い て 、 フ ラ バ ノ
ン （ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ ｅ ） で あ る ナ リ ン ゲ ニ ン （ ｎ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ ｎ ｉ ｎ ） を 出 発 物 質 と し
て 生 合 成 さ れ る 。 即 ち 、 ま ず フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｉ ｄ
　 ３ ’ － ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｌ ａ ｓ ｅ ， Ｆ ３ ’ 、 ５ ’ Ｈ ま た は Ｆ ３ ’ Ｈ ） の 作 用 に よ り フ ラ バ
ノ ン 骨 格 （ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ ｅ 　 ｓ ｋ ｅ ｌ ｅ ｔ ｏ ｎ ） の Ｂ 環 （ Ｂ － ｒ ｉ ｎ ｇ ） に 水 酸 基 （
ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｌ 　 ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ） が 更 に １ 個 結 合 し た エ リ オ デ ィ ク チ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ
ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ ｌ ） 、 更 に ２ 個 結 合 し た ペ ン タ ハ イ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ
ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ ｅ ） へ 酵 素 変 換 さ れ る こ と が 知 ら れ て い る 。 ま た 、 出 発 物 質 で あ
る ナ リ ン ゲ ニ ン （ ｎ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ ｎ ｉ ｎ ） が 、 フ ラ ボ ノ イ ド ３ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ ｆ ｌ
ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｉ ｄ 　 ３ － ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｌ ａ ｓ ｅ ， Ｆ ３ Ｈ ） の 作 用 を 受 け ジ ヒ ド ロ ケ ン フ ェ
ロ ー ル （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｋ ａ ｅ ｍ ｐ ｆ ｅ ｒ ｏ ｌ ） へ 酵 素 変 換 さ れ 、 こ れ が 基 質 と な っ て 、
更 に フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ Ｈ ） の 作 用 を 受 け 、 Ｂ 環 に 水 酸 基 が 更
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に １ 個 結 合 し た ジ ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） 、 更 に ２ 個
結 合 し た ジ ヒ ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） へ 酵 素 変 換 さ れ る こ
と が 知 ら れ て い る 。 こ の ３ 種 の ジ ヒ ド ロ フ ラ ボ ノ ー ル （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｋ ａ ｅ ｍ ｐ ｆ ｅ ｒ
ｏ ｌ 、 ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ 、 ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） が ジ ヒ
ド ロ フ ラ ボ ノ ー ル リ ダ ク タ ー ゼ （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｌ 　 ｒ ｅ ｄ ｕ ｃ ｔ ａ ｓ ｅ
， Ｄ Ｆ Ｒ ） お よ び ア ン ト シ ア ニ ジ ン シ ン タ ー ゼ （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 　 ｓ ｙ ｎ ｔ
ｈ ａ ｓ ｅ ， Ａ Ｓ ） の 作 用 を 受 け て 、 そ れ ぞ れ ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｌ ａ ｒ ｇ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ
， Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ ジ ン （ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ， Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ ル フ ィ ニ ジ ン （ ｄ ｅ ｌ ｐ ｈ ｉ
ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ， Ｄ ｐ ｎ ） へ 酵 素 変 換 さ れ る こ と が 知 ら れ て い る （ 非 特 許 文 献 ２ ） 。
　 ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ） 類 は 、 Ｂ 環 の 水 酸 基 が 異 な る こ と で
そ の 呈 色 が 決 定 さ れ る 。 例 え ば 、 一 般 に 花 色 素 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ） で 化 学
構 造 （ ｃ ｈ ｅ ｍ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｓ ｔ ｒ ｕ ｃ ｔ ｕ ｒ ｅ ） 中 、 Ｂ 環 の ４ ’ 位 （ ４ ’ 　 ｐ ｏ ｓ ｉ ｔ ｉ
ｏ ｎ ） に 水 酸 基 が 一 個 有 る も の は ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン （ Ｐ ｇ ｎ ） で オ レ ン ジ 色 ～ 朱 赤 色 を 呈 し
、 Ｂ 環 の ３ ’ 、 ４ ’ 位 に 水 酸 基 が 二 個 有 る も の は シ ア ニ ジ ン （ Ｃ ｙ ｎ ） で 赤 色 ～ 深 紅 色 を
呈 し 、 Ｂ 環 の ３ ’ 、 ４ ’ 、 ５ ’ 位 に 水 酸 基 が 三 個 有 る も の は デ ル フ ィ ニ ジ ン （ Ｄ ｐ ｎ ） で
赤 紫 色 ～ 紫 色 を 呈 し 、 こ れ ら が 共 存 す る こ と に よ っ て 様 々 な 花 色 を 発 現 す る （ 非 特 許 文 献
３ 、 本 多 利 雄 他 ： 現 代 化 学 、 １ ９ ９ ８ 年 ５ 月 ： ２ ５ － ３ ２ ） 。
　 こ れ ら の 他 、 種 々 の ア シ ル 基 （ ａ ｃ ｙ ｌ ａ ｔ ｅ ｄ 　 ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ｓ ） の 結 合 し た ア ン ト シ
ア ニ ン 類 （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｎ ） も 多 数 報 告 さ れ 、 こ れ ら が 分 子 間 で 互 い に ス タ ッ キ
ン グ し て 花 色 が 変 調 す る 現 象 （ 分 子 間 自 己 会 合 作 用 、 ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｍ ｏ ｌ ｅ ｃ ｕ ｌ ａ ｒ 　 ｓ
ｔ ａ ｃ ｋ ｉ ｎ ｇ ） 、 他 の 黄 色 フ ラ ボ ノ イ ド 配 糖 体 （ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｉ ｄ 　 ｇ ｌ ｙ ｃ ｏ ｓ ｉ
ｄ ｅ ｓ ） 類 と サ ン ド イ ッ チ 状 に ス タ ッ キ ン グ し て 花 色 が 変 調 （ 青 色 化 、 ｂ ｌ ｕ ｅ ｉ ｎ ｇ ）
す る 現 象 （ 分 子 間 コ ピ グ メ ン ト 作 用 、 ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｍ ｏ ｌ ｅ ｃ ｕ ｌ ａ ｒ 　 ｃ ｏ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ
ｔ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 、 金 属 原 子 と 結 合 す る こ と に よ っ て 花 色 が 変 調 （ 青 色 化 、 ｂ ｌ ｕ ｅ ｉ ｎ ｇ
） す る 現 象 （ 金 属 錯 体 イ オ ン 形 成 作 用 、 ｍ ｅ ｔ ａ ｌ － ｃ ｏ ｍ ｐ ｌ ｅ ｘ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 、 分 子
中 の ア シ ル 基 （ ａ ｃ ｙ ｌ ａ ｔ ｅ ｄ 　 ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ） 等 が 分 子 内 で ス タ ッ キ ン グ し て 花 色 が 変
調 （ 青 色 化 、 ｂ ｌ ｕ ｅ ｉ ｎ ｇ ） す る 現 象 （ 分 子 内 コ ピ グ メ ン ト 作 用 、 ｉ ｎ ｔ ｒ ａ ｍ ｏ ｌ ｅ
ｃ ｕ ｌ ａ ｒ 　 ｃ ｏ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 、 並 び に 細 胞 液 胞 内 ｐ Ｈ が 変 化 す る 現 象 な
ど で 花 色 が 決 定 さ れ る こ と が 認 め ら れ て い る （ 非 特 許 文 献 ４ 、 Ｇ ｏ ｔ ｏ 、 Ｔ ． ｅ ｔ 　 ａ ｌ
． ： Ａ ｎ ｇ ｅ ｗ ． Ｃ ｈ ｅ ｍ ． Ｉ ｎ ｔ ． Ｅ ｄ ． Ｅ ｎ ｇ ｌ ． 、 ３ ０ ： １ ７ － ３ ３ 、 １ ９ ９ １ ）
。
　 植 物 の 花 色 遺 伝 は 、 花 色 自 体 （ 赤 、 青 、 黄 、 紫 な ど ） を 遺 伝 子 型 （ ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ）
と し て 捉 え た も の が 多 く 報 告 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ５ 、 安 田 　 齊 ： 花 色 の 生 理 ・ 生 化 学
、 内 田 老 鶴 圃 、 １ ９ ９ ３ 年 ３ 月 ： Ｐ ． ２ １ ９ － ２ ７ ２ ） 。 近 年 、 フ ラ ボ ノ イ ド 色 素 （ ｆ ｌ
ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｉ ｄ 　 ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ｓ ） に 関 す る 花 色 遺 伝 型 の 解 析 が 試 み ら れ て い る が 、 こ
れ ら は ビ ー ル （ Ｂ ｅ ａ ｌ ｅ 、 １ ９ ４ ５ ） の 唱 え た １ 遺 伝 子 － １ 酵 素 説 （ ｏ ｎ ｅ 　 ｇ ｅ ｎ ｅ
－ ｏ ｎ ｅ 　 ｅ ｎ ｚ ｙ ｍ ｅ 　 ｔ ｈ ｅ ｏ ｒ ｙ ） に 基 づ く も の で あ る 。 そ の 例 と し て 、 ゼ ラ ニ ウ
ム （ Ｐ ｅ ｌ ａ ｒ ｇ ｏ ｎ ｉ ｕ ｍ ｘ 　 ｈ ｏ ｒ ｔ ｏ ｒ ｕ ｍ ） 花 弁 の ア ン ト シ ア ニ ジ ン 生 合 成 （ ａ
ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 　 ｂ ｉ ｏ ｓ ｙ ｎ ｔ ｈ ｅ ｓ ｉ ｓ ） に お け る 、 ジ ヒ ド ロ フ ラ ボ ノ ー
ル リ ダ ク タ ー ゼ （ Ｄ Ｆ Ｒ ） お よ び ア ン ト シ ア ニ ジ ン シ ン タ ー ゼ （ Ａ Ｓ ） の 酵 素 系 を そ れ ぞ
れ Ｅ １ ／ ｅ １ お よ び Ｅ ２ ／ ｅ ２ と 表 記 し 、 遺 伝 子 型 （ ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 想 定 し た 方 法
が あ る （ 非 特 許 文 献 ６ 、 小 林 加 奈 ： 育 種 学 雑 誌 、 ４ ８ ： １ ６ ９ － １ ７ ６ 、 １ ９ ９ ８ ） 。 ま
た 、 ツ ツ ジ で は 、 花 弁 中 の フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 前 駆 体 レ ベ ル で の 各 酵 素 系 を 遺 伝 子 型 と し
て 想 定 し た 方 法 が あ る が 、 ツ ツ ジ 以 外 の 花 き に は 適 用 で き な か っ た な ど の 問 題 点 が あ る （
非 特 許 文 献 ７ 、 Ｈ ｅ ｕ ｒ ｓ ｅ ｌ 、 Ｊ ． と Ｈ ｏ ｒ ｎ 、 Ｗ ． ： Ｚ ． Ｐ ｆ ｌ ａ ｎ ｚ ｅ ｎ ｚ ｕ ｄ ｉ
ｔ ｇ 、 ７ ９ ： ２ ３ 　 ８ ２ 　 ４ ９ 、 １ ９ ７ ７ ） 。
　 ま た 、 ペ チ ュ ニ ア （ Ｐ ｅ ｔ ｕ ｎ ｉ ａ ） の 花 で は 、 Ｈ ｔ １ と Ｈ ｔ ２ の ２ 遺 伝 子 （ ｇ ｅ ｎ ｅ
） が フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ Ｈ ） を 、 Ｈ ｆ １ と Ｈ ｆ ２ の ２ 遺 伝 子 が
フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ 、 ５ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ 、 ５ ’ Ｈ ） を 制 御 す る と 報 告 さ れ て
い る （ 非 特 許 文 献 ８ 、 Ｈ ｏ ｌ ｔ ｏ ｎ 、 Ｔ ． Ａ ． ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ： Ｔ ｈ ｅ 　 Ｐ ｌ ａ ｎ ｔ 　 Ｃ ｅ
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ｌ ｌ 、 ７ ： １ ０ ７ １ － １ ０ ８ ３ 、 １ ９ ９ ５ ） 。
　 更 に 、 ペ チ ュ ニ ア の 花 で は 、 フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ Ｈ ） と フ ラ
ボ ノ イ ド ３ ’ 、 ５ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ 、 ５ ’ Ｈ ） の Ｂ 環 の 水 酸 化 が 二 遺 伝 子 支
配 を 受 け て い る と の 記 載 が あ る （ 非 特 許 文 献 ９ 、 Ｈ ｏ ｌ ｔ ｏ ｎ 、 Ｔ ． Ａ ． ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ：
Ｎ ａ ｔ ｕ ｒ ｅ 、 ３ ６ ６ ： ２ ７ 　 ６ ２ 　 ７ ９ 、 １ ９ ９ ３ ） 。 本 発 明 に よ る 花 色 遺 伝 型 交 配 法
で は 、 一 遺 伝 子 の 支 配 下 に あ る 五 つ の 複 対 立 遺 伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ）
で 花 色 が 制 御 さ れ て い る こ と が 特 徴 で 、 花 き の 花 色 素 遺 伝 は 、 二 遺 伝 子 支 配 と し て は 同 定
で き な か っ た 。
　 更 に ま た 、 ペ チ ュ ニ ア の 花 で は 、 遺 伝 子 レ ベ ル で そ れ ぞ れ の ２ 遺 伝 子 座 が （ Ｈ ｔ １ 、 Ｈ
ｔ ２ は フ ラ ボ ノ イ ド Ｂ 環 の ３ ’ 位 の 水 酸 化 に 関 与 し 、 Ｈ ｆ １ 、 Ｈ ｆ ２ は フ ラ ボ ノ イ ド Ｂ 環
の ５ ’ 位 の 水 酸 化 に ） 関 与 す る 事 実 を 明 ら か に し た も の の 、 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ
ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） と し て 後 代 に ど の 様 な 花 色 が 遺 伝 す る の か 、 必 ず し も 色 素 遺 伝 子
型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） と 花 色 の 遺 伝 に 相 関 性 が 認 め ら れ な か っ た な ど
の 問 題 点 が あ る （ 非 特 許 文 献 １ ０ 、 Ｇ ｒ ｉ ｅ ｓ ｂ ａ ｃ ｈ 、 Ｒ ． Ｊ ． ： Ｊ ． Ｈ ｅ ｒ ｅ ｄ ｉ ｔ
． 、 ８ ７ ： ２ ４ １ － ２ ４ ５ 、 １ ９ ９ ６ ） 。
　 花 色 は 、 光 が 花 弁 表 面 に あ た り 、 花 弁 表 皮 細 胞 内 に 存 在 す る 色 素 類 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ｓ
） に 吸 収 さ れ な か っ た 光 が 反 射 さ れ る こ と に よ り 、 人 間 の 目 に 感 知 さ れ る 。 し か し 、 光 、
ま た は 色 彩 （ ｃ ｈ ｒ ｏ ｍ ａ ） に 対 す る 感 受 性 に 個 人 差 が あ る た め に 、 花 色 を 明 確 に 表 現 す
る 手 法 が 必 要 で あ る と さ れ て き た （ 非 特 許 文 献 １ １ 、 Ｖ ｏ ｓ ｓ 、 Ｄ ． Ｈ ． ： Ｈ ｏ ｒ ｔ Ｓ ｃ
ｉ ． 、 ２ ７ ： １ ２ ５ ６ － １ ２ ６ ０ 、 １ ９ ９ ２ ） 。
　 花 色 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ） は 、 色 彩 計 、 ま た は 、 色 差 計 （ ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ｉ ｍ ｅ ｔ
ｅ ｒ ） に よ る Ｃ Ｉ Ｅ Ｌ ａ ｂ 表 色 系 （ Ｃ Ｉ Ｅ Ｌ ａ ｂ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ 　 ｃ ｏ ｏ ｒ ｄ ｉ ｎ ａ ｔ ｅ 　
ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） を 用 い た 測 定 方 法 が 主 流 と な っ て き た 。 こ れ は 、 色 の 三 属 性 （ ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ
　 ａ ｔ ｔ ｒ ｉ ｂ ｕ ｔ ｅ ） 、 す な わ ち 、 色 相 （ ｈ ｕ ｅ ） 、 明 度 （ ｌ ｉ ｇ ｈ ｔ ｎ ｅ ｓ ｓ ） 、 彩
度 （ ｃ ｈ ｒ ｏ ｍ ａ ま た は ｂ ｒ ｉ ｇ ｈ ｔ ｎ ｅ ｓ ｓ ） を 三 次 元 の 立 体 空 間 座 標 系 （ ｔ ｈ ｒ ｅ ｅ
　 ｄ ｉ ｍ ｅ ｎ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 ｇ ｌ ｏ ｂ ａ ｌ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ 　 ｃ ｈ ａ ｒ ｔ ） 、 つ ま り 、 色 立 体
と し て 考 え た も の で 、 本 空 間 中 の 色 差 （ ｈ ｕ ｅ 　 ｄ ｉ ｆ ｆ ｅ ｒ ｅ ｎ ｃ ｅ ） は 、 肉 眼 で 感 知
し た 色 の 差 を 正 確 に 反 映 す る （ 非 特 許 文 献 １ ２ 、 Ｇ ｏ ｎ ｎ ｅ ｔ 、 Ｊ ． Ｆ ． ： Ｆ ｏ ｏ ｄ 　 Ｃ
ｈ ｅ ｍ ． 、 ６ ３ ： ４ ０ ９ － ４ １ ５ 、 １ ９ ９ ８ ） 。 し た が っ て 、 花 色 を 測 定 、 つ ま り 測 色 し
て 、 花 弁 な ど の 表 皮 細 胞 中 の 内 生 色 素 と の 関 係 を 求 め る 場 合 に は 、 花 色 と の 関 係 を よ り 正
確 に 求 め る こ と が で き る な ど の 報 告 が あ る （ 非 特 許 文 献 １ ３ 、 Ｈ ａ ｓ ｈ ｉ ｍ ｏ ｔ ｏ 、 Ｆ ．
ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ： Ｊ ． Ｊ ｐ ｎ ． Ｓ ｏ ｃ ． Ｈ ｏ ｒ ｔ ． Ｓ ｃ ｉ ． 、 ６ ９ ： ４ ２ ８ － ４ ３ ４ 、 ２ ０
０ ０ ； 非 特 許 文 献 １ ４ 、 Ｈ ａ ｓ ｈ ｉ ｍ ｏ ｔ ｏ 、 Ｆ ． ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ： Ｂ ｉ ｏ ｓ ｃ ｉ ． Ｂ ｉ ｏ
ｔ ｅ ｃ ｈ ｎ ｏ ｌ ． Ｂ ｉ ｏ ｃ ｈ ｅ ｍ ． 、 ６ ６ ： １ ６ ５ ２ － １ ６ ５ ９ 、 ２ ０ ０ ２ ） 。
　 そ の 他 、 特 開 平 ５ － １ ８ ４ ３ ７ ０ 号 （ 以 下 、 特 許 文 献 １ と い う ） に 、 フ ラ ボ ノ イ ド 水 酸
化 酵 素 遺 伝 子 （ 特 許 文 献 １ の 第 ０ ０ ０ １ ～ ０ ０ ０ ２ 段 落 ） の 記 載 が あ る 。 「 フ ラ ボ ノ イ ド
３ ’ 、 ５ ’ － 水 酸 化 酵 素 活 性 を 持 つ タ ン パ ク 質 を コ ー ド し て い る Ｄ Ｎ Ａ 鎖 ま た は こ の Ｄ Ｎ
Ａ 鎖 の 任 意 の 断 片 が 提 供 さ れ る 。 こ の Ｄ Ｎ Ａ 鎖 を 目 的 植 物 に 導 入 す る こ と に よ り 、 新 し い
色 彩 を 有 し た 品 種 を 作 出 す る こ と が で き る 。 ま た 本 発 明 は 、 上 記 の Ｄ Ｎ Ａ 鎖 ま た は こ の Ｄ
Ｎ Ａ 鎖 の 任 意 の 断 片 を 含 有 し て い る 組 換 え ベ ク タ ー に も 関 す る 」 と い う 記 載 が あ る （ 特 許
文 献 １ の 第 ０ ０ ０ ４ 段 落 ） 。
　 特 開 平 １ ０ － １ １ ３ １ ８ ４ 号 （ 以 下 、 特 許 文 献 ２ と い う ） に は 、 フ ラ ボ ノ イ ド 配 糖 化 酵
素 遺 伝 子 （ 特 許 文 献 ２ の 第 ０ ０ ０ １ ～ ０ ０ ０ ８ 段 落 ） の 記 載 が あ る 。 「 リ ン ド ウ の 花 弁 よ
り Ｕ Ｄ Ｐ － グ ル コ ー ス ： フ ラ ボ ノ イ ド ３ ， ５ － Ｏ － グ ル コ シ ル ト ラ ン ス フ ェ ラ ー ゼ 遺 伝 子
を 単 離 し 、 そ の 配 列 決 定 を す る こ と に 成 功 し 」 、 「 ゲ ン チ オ デ ル フ ィ ン 生 合 成 遺 伝 子 の う
ち 、 ３ 位 ， ５ 位 の ２ 位 を 配 糖 化 し う る 糖 転 移 酵 素 遺 伝 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。 」 と い う
記 載 が あ る （ 特 許 文 献 ２ の 第 ０ ０ ０ ５ 段 落 ） 。
　 特 開 平 １ １ － ５ ０ ９ ７ ３ ３ 号 （ 以 下 、 特 許 文 献 ３ と い う ） に は 、 植 物 に お け る 遺 伝 子 発
現 調 節 の た め の 組 成 物 及 び 方 法 に 関 す る 特 許 請 求 の 範 囲 １ ～ １ ５ の 記 載 が あ る 。
　 第 ２ ６ 回 国 際 園 芸 学 会 議 （ ト ロ ン ト 、 カ ナ ダ ） の 講 演 要 旨 に は 、 ト ル コ ギ キ ョ ウ 花 弁 中
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の ３ 種 の 主 要 ア ン ト シ ア ニ ジ ン の 遺 伝 の 記 載 が あ る （ 非 特 許 文 献 １ ５ 、 Ｕ ｄ ｄ ｉ ｎ 、 Ａ ．
Ｆ ． Ｍ ． Ｊ ． ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ： ｔ ｈ ｅ 　 Ｘ Ｘ Ｖ Ｉ ｔ ｈ 　 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｒ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ 　 Ｈ ｏ
ｒ ｔ ｉ ｃ ｕ ｌ ｔ ｕ ｒ ａ ｌ 　 Ｃ ｏ ｎ ｇ ｒ ｅ ｓ ｓ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ｅ ｘ ｈ ｉ ｂ ｉ ｔ ｉ ｏ ｎ 、 Ａ ｕ ｇ ｕ
ｓ ｔ 　 １ 　 １ １ 　 ７ ： ４ ７ 　 ５ ４ 　 ７ ６ 、 ２ ０ ０ ２ ） 。 こ の 内 容 を 、 特 願 ２ ０ ０ 　 ３ ０ 　
２ ６ ５ ９ ８ 号 （ 以 下 、 特 許 文 献 ４ と い う ） と し て 出 願 し 、 ト ル コ ギ キ ョ ウ の 花 色 遺 伝 型 交
配 法 （ 特 許 文 献 ４ の 第 ０ ０ ０ １ ～ ０ ０ １ ９ 段 落 ） と 記 載 し た 。 「 ト ル コ ギ キ ョ ウ の 主 要 花
色 素 で あ る 、 ３ つ の ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ） ： ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン
（ ｐ ｅ ｌ ａ ｒ ｇ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ ジ ン （ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ
ル フ ィ ニ ジ ン （ ｄ ｅ ｌ ｐ ｈ ｉ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｄ ｐ ｎ ） の 遺 伝 に 着 目 し 、 自 殖 （ ｓ ｅ ｌ ｆ － ｐ
ｏ ｌ ｌ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） や 正 逆 交 雑 を 行 い 検 討 し た 結 果 、 Ｆ １ ～ Ｆ ３ 世 代 （ ｐ ｒ ｏ ｇ ｅ ｎ
ｉ ｅ ｓ ） の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 分 離 か ら 、 新 し い 遺 伝
の 法 則 を 見 出 し た 。 」 、 「 色 素 前 駆 体 の Ｂ 環 の 水 酸 化 に 関 与 す る フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド
ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ Ｈ ） と フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ 、 ５ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ 、 ５ ’
Ｈ ） の 酵 素 反 応 系 に は 、 Ｈ Ｔ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｏ の ４ つ の 複 対 立 遺 伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ
ｅ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） が 存 在 し 、 こ れ ら が ３ ’ 位 の 水 酸 化 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 、 ３ ’ 、 ５ ’ 位
の 水 酸 化 、 お よ び ３ ’ 位 と ３ ’ 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 を 制 御 し 、 」 と い う 記 載 が あ る 。
　 Ｕ Ｓ ６ ０ ８ ０ ９ ２ ０ 号 （ 以 下 、 特 許 文 献 ５ と い う ） に は 、 花 色 変 異 （ ａ ｌ ｔ ｅ ｒ ｅ ｄ 　
ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ） を 起 こ さ せ た 植 物 と そ の 作 出 方 法 の 記 載 が あ る 。 「 本 発 明 は
、 遺 伝 子 改 変 植 物 （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｇ ｅ ｎ ｉ ｃ 　 ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ｓ ） を 作 出 す る 新 し い 方 法 で あ っ
て 、 花 色 変 異 （ ａ ｌ ｔ ｅ ｒ ｅ ｄ 　 ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ） を 起 こ さ せ る も の で あ る 。
よ り 詳 し く は 、 遺 伝 子 改 変 カ ー ネ ー シ ョ ン （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｇ ｅ ｎ ｉ ｃ 　 ｃ ａ ｒ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ
　 ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ｓ ） を 作 出 す る 方 法 で あ っ て 、 自 然 の カ ー ネ ー シ ョ ン に は な い 花 色 を 表 現 で
き る 方 法 で あ る 。 」 と い う 記 載 が あ る 。
　 Ｄ Ｅ １ ９ ９ １ ８ ３ ６ ５ 号 （ 以 下 、 特 許 文 献 ６ と い う ） に は 、 フ ラ ボ ン 生 合 成 酵 素 Ｉ Ｉ （
ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｅ 　 ｓ ｙ ｎ ｔ ｈ ａ ｓ ｅ 　 Ｉ Ｉ 、 Ｆ Ｎ Ｓ Ｉ Ｉ ） を コ ー ド す る 核 酸 （ ｎ ｕ ｃ ｌ ｅ
ｉ ｃ 　 ａ ｃ ｉ ｄ ） を 用 い て 花 色 変 異 （ ａ ｌ ｔ ｅ ｒ ｅ ｄ 　 ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ） さ せ
た 遺 伝 子 改 変 植 物 （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｇ ｅ ｎ ｉ ｃ 　 ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ｓ ） の 作 出 方 法 の 記 載 が あ る 。 「
フ ラ ボ ン 生 合 成 酵 素 Ｉ Ｉ （ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｅ 　 ｓ ｙ ｎ ｔ ｈ ａ ｓ ｅ 　 Ｉ Ｉ 、 Ｆ Ｎ Ｓ Ｉ Ｉ ） を コ
ー ド す る 核 酸 （ ｎ ｕ ｃ ｌ ｅ ｉ ｃ 　 ａ ｃ ｉ ｄ ） で あ っ て 、 （ ｉ ） １ ６ ９ ７ 塩 基 配 列 （ ｂ ａ ｓ
ｅ 　 ｐ ａ ｉ ｒ 　 （ ｂ ｐ ） 　 ｓ ｅ ｑ ｕ ｅ ｎ ｃ ｅ ） （ １ ） で あ る も の 、 あ る い は 、 そ の 断 片 （
ｆ ｒ ａ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ｓ ） 、 （ ｉ ｉ ） 配 列 （ ｓ ｅ ｑ ｕ ｅ ｎ ｃ ｅ ） が （ １ ） へ 混 成 （ ｈ ｙ ｂ ｒ ｉ
ｄ ｉ ｚ ｅ ） す る も の 、 ま た は 、 あ る い は 、 そ れ と 少 な く と も ４ ０ ％ の 相 同 性 （ ｈ ｏ ｍ ｏ ｌ
ｏ ｇ ｙ ） を 有 す る も の で 、 か つ 、 Ｆ Ｎ Ｓ Ｉ Ｉ 活 性 を 有 す る タ ン パ ク （ ｐ ｒ ｏ ｔ ｅ ｉ ｎ ） 或
い は ポ リ ペ プ チ ド （ ｐ ｏ ｌ ｙ ｐ ｅ ｐ ｔ ｉ ｄ ｅ ） を コ ー ド し 、 ま た は （ ｉ ｉ ｉ ） （ ｉ ） あ る
い は （ ｉ ｉ ） と 遺 伝 的 に 同 等 （ ｇ ｅ ｎ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 ｅ ｑ ｕ ｉ ｖ ａ ｌ ｅ ｎ ｔ ） で あ る 核 酸 。 」
、 「 （ ５ ） （ Ｉ ） ま た は （ Ｉ ａ ） を 含 む 遺 伝 子 改 変 植 物 （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｇ ｅ ｎ ｉ ｃ 　 ｐ ｌ ａ
ｎ ｔ ｓ ） で あ っ て 、 さ ら に 、 花 色 変 異 （ ａ ｌ ｔ ｅ ｒ ｅ ｄ 　 ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ） を
起 こ し た 遺 伝 子 改 変 植 物 （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｇ ｅ ｎ ｉ ｃ 　 ｐ ｌ ａ ｎ ｔ ｓ ） の 作 出 方 法 に 関 す る 。
」 と い う 記 載 が あ る ） 。
　 こ の よ う に 、 複 対 立 遺 伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） に つ い て は 、 そ の 全 容
が ま だ 解 明 さ れ る 必 要 が あ っ た 。 ま た 、 四 つ の 複 対 立 遺 伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ ｌ
ｅ ｌ ｅ ） の 存 在 を 明 ら か に で き た も の の 、 遺 伝 さ れ る 花 色 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ）
と の 関 係 に つ い て の 記 載 は な く 、 複 対 立 遺 伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） の 存
在 を す べ て 明 ら か に す る と 共 に 、 花 色 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ） と の 関 係 を も 明 ら か
に す る 必 要 が あ っ た 。
　 し か し な が ら 、 花 色 自 体 の 遺 伝 子 型 育 種 法 で は 後 代 花 色 の 分 離 に 曖 昧 な と こ ろ が 多 く 、
実 用 化 す る こ と に 沢 山 の 問 題 点 を 残 し た 。 ま た 、 非 特 許 文 献 ６ に 記 載 の あ る 、 Ｅ １ ／ ｅ １

お よ び Ｅ ２ ／ ｅ ２ で 表 さ れ た ゼ ラ ニ ウ ム （ Ｐ ｅ ｌ ａ ｒ ｇ ｏ ｎ ｉ ｕ ｍ ｘ 　 ｈ ｏ ｒ ｔ ｏ ｒ ｕ ｍ
） 花 色 素 の 遺 伝 に つ い て も 、 後 代 の 分 離 比 に 疑 問 点 が 有 り 、 実 用 化 に は 至 ら な か っ た 。 特
許 文 献 に お い て は 、 遺 伝 子 組 み 替 え 、 照 射 な ど に よ る 突 然 変 異 を 起 こ さ せ な け れ ば 、 新 花
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色 を 作 出 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。
　 さ ら に 、 遺 伝 し た 個 体 が ど の 様 な 花 色 を 有 す る か 予 測 す る こ と が 困 難 で あ っ て 、 そ の 花
色 も 肉 眼 に よ る 曖 昧 な 色 で あ り 、 問 題 が あ る 。 ま た 、 ト ル コ ギ キ ョ ウ で は で き た も の の す
べ て の 花 き に 適 用 で き る か ど う か 、 Ｃ Ｉ Ｅ Ｌ ａ ｂ 表 色 系 （ Ｃ Ｉ Ｅ Ｌ ａ ｂ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ 　 ｃ
ｏ ｏ ｒ ｄ ｉ ｎ ａ ｔ ｅ 　 ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） な ど を 用 い て 花 色 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ） を
正 確 に 測 色 ・ 数 値 化 し 、 遺 伝 さ せ る こ と が 十 分 で は な か っ た と い う 問 題 点 も あ る 。
　 本 発 明 は 、 花 色 素 生 合 成 の 遺 伝 を 明 ら か に し 、 花 き の 花 色 を Ｃ Ｉ Ｅ Ｌ ａ ｂ 表 色 系 （ Ｃ Ｉ
Ｅ Ｌ ａ ｂ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ 　 ｃ ｏ ｏ ｒ ｄ ｉ ｎ ａ ｔ ｅ 　 ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ ｍ ） な ど を 用 い て 花 色 （ ｆ ｌ
ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ） を 正 確 に 測 色 ・ 数 値 化 し た 上 で 、 そ の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ
ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） と 花 色 遺 伝 の 関 係 を 明 ら か に し 、 花 き の 新 花 色 作 出 に つ い て 実
用 的 花 色 遺 伝 型 交 配 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
　 な お 、 全 て の 非 特 許 文 献 及 び 非 特 許 文 献 （ す な わ ち 、 非 特 許 文 献 １ ～ １ ５ 及 び 特 許 文 献
１ ～ ６ ） は 、 参 考 文 献 と し て 本 明 細 書 に 組 み 込 ま れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 の Ｂ 環 の 水 酸 化 に 関
す る フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ Ｈ ） や フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ 、 ５ ’ － ヒ ド
ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ 、 ５ ’ Ｈ ） 、 な ど の 遺 伝 に 着 目 し 、 そ の 遺 伝 の 分 離 を 調 べ た 結 果 、
ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン （ Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ ジ ン （ Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ ル フ ィ ニ ジ ン （ Ｄ ｐ ｎ ） の 生 合 成
に 関 与 す る ジ ヒ ド ロ フ ラ ボ ノ ー ル リ ダ ク タ ー ゼ （ Ｄ Ｆ Ｒ ） お よ び ア ン ト シ ア ニ ジ ン シ ン タ
ー ゼ （ Ａ Ｓ ） の 酵 素 系 の 遺 伝 が 、 そ れ ぞ れ Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ 、 Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ 、 Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ の 遺 伝 子
（ ｇ ｅ ｎ ｅ ） に よ っ て 制 御 さ れ て い る こ と と 併 せ て 、 フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー
ゼ （ Ｆ ３ ’ Ｈ ） や フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ 、 ５ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ 、 ５ ’ Ｈ ） の 遺 伝
が 五 つ の 複 対 立 遺 伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） に よ っ て 制 御 さ れ て い る と い
う 新 し い 法 則 を 見 出 し 、 結 果 と し て 、 遺 伝 子 組 み 替 え 、 放 射 線 等 照 射 な ど に よ る 突 然 変 異
を 起 こ さ せ る 方 法 を 用 い な く て も 、 花 き の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ
ｐ ｅ ） か ら そ の 花 色 を 自 由 に 創 成 で き る 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 花 き の 主 要 花 色 素 で あ る 、 ３ つ の ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ
ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ｓ ） ： ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン （ Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ ジ ン （ Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ ル フ ィ ニ
ジ ン （ Ｄ ｐ ｎ ） の 遺 伝 に 着 目 し 、 自 殖 や 正 逆 交 雑 を 行 い 検 討 し た 結 果 、 Ｆ １ ～ Ｆ ４ 世 代 の
色 素 表 現 型 の 分 離 か ら 、 遺 伝 の 新 し い 法 則 を 見 出 し た 。 ま た 、 Ｐ ｇ ｎ と Ｄ ｐ ｎ 色 素 型 （ ｐ
ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） に つ い て 、 Ｐ ｇ ｎ と Ｄ ｐ ｎ 色 素 は 共 存 し な い で 、 両
者 は そ れ ぞ れ 単 独 型 と し て 認 め ら れ る か 、 ま た は 、 Ｃ ｙ ｎ 色 素 を 伴 う こ と で 遺 伝 す る こ と
を 見 出 し た 。 後 代 実 生 （ ｐ ｒ ｏ ｇ ｅ ｎ ｉ ｅ ｓ ） の 分 離 と カ イ 二 乗 検 定 の 結 果 、 Ｐ ｇ ｎ 、 Ｃ
ｙ ｎ 、 お よ び Ｄ ｐ ｎ 色 素 の 遺 伝 に は フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 に お け る ア ン ト シ ア ニ ジ ン 生 合 成
レ ベ ル で 、 Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ 、 Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ 、 Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ と し て 示 さ れ る 遺 伝 子 座 （ ｇ ｅ ｎ ｅ 　 ｌ
ｏ ｃ ｉ ） が 、 そ れ ぞ れ に 存 在 す る こ と を 見 出 し た 。
　 さ ら に 、 色 素 前 駆 体 の Ｂ 環 の 水 酸 化 に 関 与 す る フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （
Ｆ ３ ’ Ｈ ） と フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ 、 ５ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ 、 ５ ’ Ｈ ） の 酵 素 反 応
系 に は 、 Ｈ Ｔ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｚ 、 Ｈ Ｏ の ５ つ の 複 対 立 遺 伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ
ｌ ｅ ｌ ｅ ） が 存 在 し 、 こ れ ら が ３ ’ 位 の 水 酸 化 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 、 ３ ’ 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化
、 ３ ’ 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 、 お よ び ３ ’ 位 と ３ ’ 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 を 制 御 し 、 こ れ ら の 組 合
せ に よ っ て 色 素 表 現 型 と 花 色 表 現 型 が 決 定 さ れ る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
　 本 発 明 の 花 色 遺 伝 型 交 配 法 は 、 花 き の 花 色 発 現 に 関 わ る 主 要 ア ン ト シ ア ニ ジ ン 色 素 の ペ
ラ ル ゴ ニ ジ ン （ Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ ジ ン （ Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ ル フ ィ ニ ジ ン （ Ｄ ｐ ｎ ） の 遺 伝 で あ
っ て 、 遺 伝 子 型 Ｈ Ｘ Ｈ Ｘ ・ Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ ・ Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ ・ Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ を 用 い 、 新 花 色 を 作 出 す
る も の で あ る 。
　 本 発 明 の 花 色 遺 伝 型 交 配 法 は 、 花 き の 花 色 、 植 物 の 果 色 、 葉 の 色 が フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成
過 程 で 遺 伝 す る も の に 適 用 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 花 き の 花 色 発 現 に 関 わ る 主 要 ア ン ト
シ ア ニ ジ ン 色 素 の ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン （ Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ ジ ン （ Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ ル フ ィ ニ ジ ン （
Ｄ ｐ ｎ ） の 遺 伝 並 び に 花 形 に 関 わ る 八 重 型 、 覆 輪 型 の 遺 伝 で あ っ て 、 遺 伝 子 型 Ｄ ／ ｄ ・ Ｅ
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／ ｅ ・ Ｈ Ｘ Ｈ Ｘ ・ Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ ・ Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ ・ Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ を 用 い 、 新 花 色 を 作 出 す る 花 色 遺
伝 型 交 配 法 で あ る 。 花 き の 花 色 発 現 に 関 わ る 主 要 ア ン ト シ ア ニ ジ ン 色 素 の ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン
（ Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ ジ ン （ Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ ル フ ィ ニ ジ ン （ Ｄ ｐ ｎ ） の 遺 伝 に つ い て 、 Ｐ ｇ ｎ
、 Ｃ ｙ ｎ 、 Ｄ ｐ ｎ 色 素 の 遺 伝 子 座 を そ れ ぞ れ Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ 、 Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ 、 Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ と し て
示 し 、 フ ラ ボ ノ イ ド 色 素 前 駆 体 の Ｂ 環 の 水 酸 化 に 関 与 す る フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド ロ キ シ
ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ Ｈ ） と フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ 、 ５ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ 、 ５ ’ Ｈ ） の
酵 素 反 応 系 の 遺 伝 子 型 を 、 Ｈ Ｔ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｚ 、 Ｈ Ｏ の ５ つ の 複 対 立 遺 伝 子 で 示 し 、
Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ の 記 号 の 内 二 つ を 選 択 し （ Ｐ ｇ Ｐ ｇ 、 Ｐ ｇ ｐ ｇ 、 ｐ ｇ ｐ ｇ の 組 合 せ 記 号 の 内 一
つ を 選 択 し ） 、 Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ の 記 号 の 内 二 つ を 選 択 し （ Ｃ ｙ ｃ ｙ 、 Ｃ ｙ ｃ ｙ 、 ｃ ｙ ｃ ｙ の 組
合 せ 記 号 の 内 一 つ を 選 択 し ） 、 Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ の 記 号 の 内 二 つ を 選 択 し （ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 、 Ｄ ｐ ｄ ｐ
、 ｄ ｐ ｄ ｐ の 組 合 せ 記 号 の 内 一 つ を 選 択 し ） 、 ま た 、 Ｈ Ｔ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｚ 、 Ｈ Ｏ の 記
号 の 内 二 つ を 選 択 し （ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｚ 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｏ 、 Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ 、
Ｈ Ｄ Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｚ Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｏ Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｄ Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｄ Ｈ Ｚ 、 Ｈ Ｄ Ｈ Ｏ 、 Ｈ Ｚ Ｈ Ｚ 、 Ｈ Ｚ Ｈ Ｏ 、
Ｈ Ｏ Ｈ Ｏ の 組 合 せ 記 号 の 内 一 つ を 選 択 し ） 、 す な わ ち 、 遺 伝 子 型 （ ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） Ｄ
／ ｄ ・ Ｅ ／ ｅ ・ Ｈ Ｘ Ｈ Ｘ ・ Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ ・ Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ ・ Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ で あ る 方 法 を 用 い た 新 花
色 を 創 成 す る 花 色 遺 伝 型 交 配 法 で あ る 。
　 本 発 明 の 花 色 遺 伝 型 交 配 法 は 、 花 色 遺 伝 型 が 経 路 式 （ Ｉ ） ：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ こ こ で 、 Ｈ Ｔ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｚ 、 Ｈ Ｏ は 、 フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 の 前 駆 物 質 で の Ｂ 環 の
水 酸 化 に 関 す る 複 対 立 遺 伝 子 を 表 す 。 Ｈ Ｔ 、 Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｚ 、 Ｈ Ｏ の ５ つ の 複 対 立 遺 伝
子 は 、 フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ － ヒ ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ Ｈ ） と フ ラ ボ ノ イ ド ３ ’ 、 ５ ’ － ヒ
ド ロ キ シ ラ ー ゼ （ Ｆ ３ ’ 、 ５ ’ Ｈ ） の 、 そ れ ぞ れ ３ ’ 位 の 水 酸 化 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 、 ３ ’
、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 、 ３ ’ 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 、 お よ び ３ ’ 位 と ３ ’ 、 ５ ’ 位 の 水 酸 化 を 制 御
す る 。 こ の ５ つ の 複 対 立 遺 伝 子 の 表 記 方 法 は 、 例 え ば 、 Ｔ 、 Ｆ 、 Ｄ 、 Ｚ 、 Ｏ な ど 他 の 表 記
法 で も よ い 。 Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ 、 Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ お よ び Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ は 、 Ｐ ｇ ｎ 、 Ｃ ｙ ｎ 、 Ｄ ｐ ｎ の 生
合 成 に 関 与 す る ジ ヒ ド ロ フ ラ ボ ノ ー ル リ ダ ク タ ー ゼ （ Ｄ Ｆ Ｒ ） 、 あ る い は ア ン ト シ ア ニ ジ
ン シ ン タ ー ゼ （ Ａ Ｓ ） の 発 現 に 対 立 す る 遺 伝 子 座 （ ｇ ｅ ｎ ｅ 　 ｌ ｏ ｃ ｉ ） が そ れ ぞ れ に 存
在 す る こ と を 示 し 、 Ｄ ／ ｄ は 八 重 の 花 冠 形 質 、 Ｅ ／ ｅ は 覆 輪 の 花 冠 形 質 を 示 す 。 ）
の フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 に 関 与 し 、 遺 伝 す る も の も 含 ま れ る 。
　 本 発 明 の 花 色 遺 伝 型 交 配 法 は 、 花 き の 花 色 が 母 性 遺 伝 す る 前 記 の 方 法 で あ る 。 よ り 詳 し
く は 、 本 発 明 の 花 色 遺 伝 型 交 配 法 は 、 花 き の 花 色 が 母 性 遺 伝 し 、 花 き の 花 色 発 現 に 関 わ る
主 要 ア ン ト シ ア ニ ジ ン 色 素 の ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン （ Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ ジ ン （ Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ ル フ
ィ ニ ジ ン （ Ｄ ｐ ｎ ） の 遺 伝 並 び に 花 形 に 関 わ る 八 重 型 、 覆 輪 型 の 遺 伝 で あ っ て 、 遺 伝 子 型
（ ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） Ｄ ／ ｄ ・ Ｅ ／ ｅ ・ Ｈ Ｘ Ｈ Ｘ ・ Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ ・ Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ ・ Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ
を 用 い 、 新 花 色 を 作 出 す る 花 色 遺 伝 型 交 配 法 で あ る 。
　 本 発 明 の 早 見 表 は 、 花 色 を 作 出 す る 花 色 遺 伝 型 交 配 の 組 み 合 わ せ を 決 定 す る も の で あ っ
て 、 花 粉 親 の 配 偶 子 を 行 と し 、 種 子 親 の 配 偶 子 を 列 と す る 、 上 記 に 記 載 の 複 対 立 遺 伝 子 （
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ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） の 組 み 合 わ せ を 表 示 す る も の で あ る 。
　 本 発 明 の 早 見 表 は 、 複 対 立 遺 伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） の 組 合 せ に 対 応
す る 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を も 表 示 す る も の で あ る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 早 見 表 は 、 花 色 遺 伝 型 交 配 の 組 み 合 わ せ か ら 花 き の 花 色 を 決 定 す る も の
で あ っ て 、 花 粉 親 の 配 偶 子 を 行 と し 、 種 子 親 の 配 偶 子 を 列 と す る 、 上 記 に 記 載 の 複 対 立 遺
伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） の 組 み 合 わ せ か ら 花 色 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ
ｏ ｒ ） を 表 示 す る も の で あ る 。
　 本 発 明 の 花 き と は 、 フ ラ ボ ノ イ ド （ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｉ ｄ ｓ ） を 含 む 花 、 果 実 、 種 子 、 葉
、 す な わ ち 、 フ ラ ボ ノ イ ド （ ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｉ ｄ ｓ ） を 含 む 花 弁 、 萼 片 、 苞 、 花 被 、 果 皮
、 種 皮 、 葉 柄 な ど を 有 す る 顕 花 植 物 門 （ Ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｐ ｈ ｙ ｔ ａ ） の 被 子 植 物 門 （ Ａ ｎ ｇ ｉ
ｏ ｓ ｐ ｅ ｒ ｍ ａ ｅ ） で あ り 、 被 子 植 物 門 と し て 双 子 葉 植 物 綱 （ Ｄ ｉ ｃ ｏ ｔ ｙ ｌ ｅ ｄ ｏ ｎ ｅ
ａ ｅ ） 、 単 子 葉 植 物 綱 （ Ｍ ｏ ｎ ｏ ｃ ｏ ｔ ｙ ｌ ｅ ｄ ｏ ｎ ｅ ａ ｅ ） に 関 す る 。
　 双 子 葉 植 物 綱 の 合 弁 花 亜 網 （ Ｓ ｙ ｍ ｐ ｅ ｔ ａ ｌ ａ ｅ ） の 花 き と し て 、 限 定 さ れ る も の で
は な い が 、 例 え ば 、 キ キ ョ ウ 目 （ Ｃ ａ ｍ ｐ ａ ｎ ｕ ｌ ａ ｔ ａ ｅ ） （ キ ク 科 （ Ｃ ｏ ｍ ｐ ｏ ｓ ｉ
ｔ ａ ｅ ） 、 ス テ ィ リ デ ィ ウ ム 科 （ Ｓ ｔ ｙ ｌ ｉ ｄ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ク サ ト ベ ラ 科 （ Ｇ ｏ ｏ ｄ
ｅ ｎ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 キ キ ョ ウ 科 （ Ｃ ａ ｍ ｐ ａ ｎ ｕ ｌ ａ ｃ ａ ｅ ） ） 、 ウ リ 目 （ Ｃ ｕ ｃ ｕ ｒ
ｂ ｉ ｔ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ウ リ 科 （ Ｃ ｕ ｃ ｕ ｒ ｂ ｉ ｔ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 ア カ ネ 目 （ Ｒ ｕ ｂ ｉ ａ ｌ
ｅ ｓ ） （ マ ツ ム シ ソ ウ 科 （ Ｄ ｉ ｐ ｓ ａ ｃ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 オ ミ ナ エ シ 科 （ Ｖ ａ ｌ ｅ ｒ ｉ ａ ｎ
ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ス イ カ ズ ラ 科 （ Ｃ ａ ｐ ｒ ｉ ｆ ｏ ｌ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ア カ ネ 科 （ Ｒ ｕ ｂ ｉ ａ
ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 シ ソ 目 （ Ｔ ｕ ｂ ｉ ｆ ｌ ｏ ｒ ａ ｅ ） （ キ ツ ネ ノ マ ゴ 科 （ Ａ ｃ ａ ｎ ｔ ｈ ａ ｃ ｅ
ａ ｅ ） 、 タ ヌ キ モ 科 （ Ｌ ｅ ｎ ｔ ｉ ｂ ｕ ｌ ａ ｒ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 イ ワ タ バ コ 科 （ Ｇ ｅ ｓ ｎ ｅ
ｒ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ツ ノ ゴ マ 科 （ Ｍ ａ ｒ ｔ ｙ ｎ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ゴ マ 科 （ Ｐ ｅ ｄ ａ ｌ ｉ ａ
ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ノ ウ ゼ ン カ ズ ラ 科 （ Ｂ ｉ ｇ ｎ ｏ ｎ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ゴ マ ノ ハ グ サ 科 （ Ｓ ｃ ｒ
ｏ ｐ ｈ ｕ ｌ ａ ｒ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ナ ス 科 （ Ｓ ｏ ｌ ａ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 シ ソ 科 （ Ｌ ａ ｂ ｉ ａ
ｔ ａ ｅ ） 、 ク マ ツ ヅ ラ 科 （ Ｖ ｅ ｒ ｂ ｅ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ム ラ サ キ 科 （ Ｂ ｏ ｒ ａ ｇ ｉ ｎ ａ ｃ
ｅ ａ ｅ ） 、 ハ ゼ リ ソ ウ 科 （ Ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ハ ナ シ ノ ブ 科 （ Ｐ ｏ ｌ ｅ
ｍ ｏ ｎ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ヒ ル ガ オ 科 （ Ｃ ｏ ｎ ｖ ｏ ｌ ｖ ｕ ｌ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 モ ク セ イ 目 （
Ｃ ｏ ｎ ｔ ｏ ｒ ｔ ａ ｅ ） （ ガ ガ イ モ 科 （ Ａ ｓ ｃ ｌ ｅ ｐ ｉ ａ ｄ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 キ ョ ウ チ ク ト ウ
科 （ Ａ ｐ ｏ ｃ ｙ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 リ ン ド ウ 科 （ Ｇ ｅ ｎ ｔ ｉ ａ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 フ ジ ウ ツ ギ
科 （ Ｌ ｏ ｇ ａ ｎ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 モ ク セ イ 科 （ Ｏ ｌ ｅ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 イ ソ マ ツ 目 （ Ｐ ｌ
ｕ ｍ ｂ ａ ｇ ｉ ｎ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ イ ソ マ ツ 科 （ Ｐ ｌ ｕ ｍ ｂ ａ ｇ ｉ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 サ ク ラ ソ
ウ 目 （ Ｐ ｒ ｉ ｍ ｕ ｌ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ サ ク ラ ソ ウ 科 （ Ｐ ｒ ｉ ｍ ｕ ｌ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ヤ ブ コ ウ ジ
科 （ Ｍ ｙ ｒ ｓ ｉ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 ツ ツ ジ 目 （ Ｅ ｒ ｉ ｃ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ツ ツ ジ 科 （ Ｅ ｒ ｉ ｃ
ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 イ チ ヤ ク ソ ウ 科 （ Ｐ ｙ ｒ ｏ ｌ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 イ ワ ウ メ 目 （ Ｄ ｉ ａ ｐ ｅ ｎ
ｓ ｉ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ イ ワ ウ メ 科 （ Ｄ ｉ ａ ｐ ｅ ｎ ｓ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） が 挙 げ ら れ る 。
　 双 子 葉 植 物 綱 の 離 弁 花 亜 網 （ Ａ ｒ ｃ ｈ ｉ ｃ ｈ ｌ ａ ｍ ｙ ｄ ｅ ａ ｅ ） の 花 き と し て 、 例 え ば
、 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 テ ン ニ ン カ 目 （ Ｍ ｙ ｒ ｔ ｉ ｆ ｌ ｏ ｒ ａ ｅ ） （ ア カ バ ナ 科 （
Ｏ ｎ ａ ｇ ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ノ ボ タ ン 科 （ Ｍ ｅ ｌ ａ ｓ ｔ ｏ ｍ ａ ｔ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 フ ト モ モ 科
（ Ｍ ｙ ｒ ｔ ａ ｃ ｅ ａ ｒ ） 、 シ ク ン シ 科 （ Ｃ ｏ ｍ ｂ ｒ ｅ ｔ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ザ ク ロ 科 （ Ｐ ｕ ｎ
ｉ ｃ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ミ ソ ハ ギ 科 （ Ｌ ｙ ｔ ｈ ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 グ ミ 科 （ Ｅ ｌ ａ ｅ ｇ ｎ ａ ｃ ｅ
ａ ｅ ） 、 ジ ン チ ョ ウ ゲ 科 （ Ｔ ｈ ｙ ｍ ｅ ｌ ａ ｅ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 ツ バ キ 目 （ Ｐ ａ ｒ ｉ ｅ ｔ ａ
ｌ ｅ ｓ ） （ シ ュ ウ カ イ ド ウ 科 （ Ｂ ｅ ｇ ｏ ｎ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ト ケ イ ソ ウ 科 （ Ｐ ａ ｓ ｓ ｉ ｆ
ｌ ｏ ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ハ ン ニ チ バ ナ 科 （ Ｃ ｉ ｓ ｔ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ス ミ レ 科 （ Ｖ ｉ ｏ ｌ ａ ｃ
ｅ ａ ｅ ） 、 ツ バ キ 科 （ Ｃ ａ ｍ ｅ ｌ ｌ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 ア オ イ 目 （ Ｍ ａ ｌ ｖ ａ ｌ ｅ ｓ ） （
ア オ イ 科 （ Ｍ ａ ｌ ｖ ａ ｃ ａ ｅ ａ ｅ ） 、 ホ ル ト ノ キ 科 （ Ｅ ｌ ａ ｅ ｏ ｃ ａ ｒ ｐ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ）
、 ク ロ ウ メ モ ド キ 目 （ Ｒ ｈ ａ ｍ ｎ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ブ ド ウ 科 （ Ｖ ｉ ｔ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ク ロ ウ メ
モ ド キ 科 （ Ｒ ｈ ａ ｍ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 ム ク ロ ジ 目 （ Ｓ ａ ｐ ｉ ｎ ｄ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ツ リ フ ネ
ソ ウ 科 （ Ｂ ａ ｌ ｓ ａ ｍ ｉ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ト チ ノ キ 科 （ Ｈ ｉ ｐ ｐ ｏ ｃ ａ ｓ ｔ ａ ｎ ａ ｃ ｅ ａ
ｅ ） 、 カ エ デ 科 （ Ａ ｃ ｅ ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ニ シ キ ギ 科 （ Ｃ ｅ ｌ ａ ｓ ｔ ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 モ
チ ノ キ 科 （ Ａ ｑ ｕ ｉ ｆ ｏ ｌ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ウ ル シ 科 （ Ａ ｎ ａ ｃ ａ ｒ ｄ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ）
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、 フ ウ ロ ソ ウ 目 （ Ｇ ｅ ｒ ａ ｎ ｉ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ト ウ ダ イ グ サ 科 （ Ｅ ｕ ｐ ｈ ｏ ｒ ｂ ｉ ａ ｃ ｅ ａ
ｅ ） 、 ヒ メ ハ ギ 科 （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ｇ ａ ｌ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ミ カ ン 科 （ Ｒ ｕ ｔ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ア マ
科 （ Ｌ ｉ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 フ ウ ロ ソ ウ 科 （ Ｇ ｅ ｒ ａ ｎ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 カ タ バ ミ 科 （ Ｏ ｘ
ａ ｌ ｉ ｄ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 バ ラ 目 （ Ｒ ｏ ｓ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ マ メ 科 （ Ｌ ｅ ｇ ｕ ｍ ｉ ｎ ｏ ｓ ａ ｅ
） 、 バ ラ 科 （ Ｒ ｏ ｓ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 マ ン サ ク 科 （ Ｈ ａ ｍ ａ ｍ ｅ ｌ ｉ ｄ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ト ベ
ラ 科 （ Ｐ ｉ ｔ ｔ ｏ ｓ ｐ ｏ ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ユ キ ノ シ タ 科 （ Ｓ ａ ｘ ｉ ｆ ｒ ａ ｇ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ）
、 ベ ン ケ イ ソ ウ 科 （ Ｃ ｒ ａ ｓ ｓ ｕ ｌ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 サ ラ セ ニ ア 目 （ Ｓ ａ ｒ ｒ ａ ｃ ｅ ｎ ｉ
ａ ｌ ｅ ｓ ） （ サ ラ セ ニ ア 科 （ Ｓ ａ ｒ ｒ ａ ｃ ｅ ｎ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ウ ツ ボ カ ズ ラ 科 （ Ｎ ｅ ｐ
ｅ ｎ ｔ ｈ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 モ ウ セ ン ゴ ケ 科 （ Ｄ ｒ ｏ ｓ ｅ ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 ケ シ 目 （ Ｐ ａ ｐ
ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ア ブ ラ ナ 科 （ Ｂ ｒ ａ ｓ ｓ ｉ ｃ ａ ｓ ｅ ａ ｅ ） 、 フ ウ チ ョ ウ ソ ウ 科 （ Ｃ
ａ ｐ ｐ ａ ｒ ｉ ｄ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ケ シ 科 （ Ｐ ａ ｐ ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 キ ン ポ ウ ゲ 目 （
Ｒ ａ ｎ ｕ ｎ ｃ ｕ ｌ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ク ス ノ キ 科 （ Ｌ ａ ｕ ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 メ ギ 科 （ Ｂ ｅ ｒ ｂ ｅ
ｒ ｉ ｄ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 キ ン ポ ウ ゲ 科 （ Ｒ ａ ｎ ｕ ｎ ｃ ｕ ｌ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ア ケ ビ 科 （ Ｌ ａ ｒ
ｄ ｉ ｚ ａ ｂ ａ ｌ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ス イ レ ン 科 （ Ｎ ｙ ｍ ｐ ｈ ａ ｅ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 バ ン レ イ シ 科
（ Ａ ｎ ｎ ｏ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 モ ク レ ン 科 （ Ｍ ａ ｇ ｎ ｏ ｌ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 ア カ ザ 目 （ Ｃ
ｅ ｎ ｔ ｒ ｏ ｓ ｐ ｅ ｒ ｍ ａ ｅ ） （ ナ デ シ コ 科 （ Ｃ ａ ｒ ｙ ｏ ｐ ｈ ｙ ｌ ｌ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 オ シ ロ
イ バ ナ 科 （ Ｎ ｙ ｃ ｔ ａ ｇ ｉ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 タ デ 目 （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ｇ ｏ ｎ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ タ デ
科 （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ｇ ｏ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 イ ラ ク サ 目 （ Ｕ ｒ ｔ ｉ ｃ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ク ワ 科 （ Ｍ ｏ
ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 ヤ マ モ モ 目 （ Ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ヤ マ モ モ 科 （ Ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ａ ｃ ｅ
ａ ｅ ） ） が 挙 げ ら れ る 。
　 単 子 葉 植 物 網 の 花 き と し て 、 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 ラ ン 目 （ Ｏ ｒ ｃ ｈ ｉ
ｄ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ラ ン 科 （ Ｏ ｒ ｃ ｈ ｉ ｄ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 シ ョ ウ ガ 目 （ Ｓ ｃ ｉ ｔ ａ ｍ ｉ ｎ ｅ
ａ ） （ カ ン ナ 科 （ Ｃ ａ ｎ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 シ ョ ウ ガ 科 （ Ｚ ｉ ｎ ｇ ｉ ｂ ｅ ｒ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、
バ シ ョ ウ 科 （ Ｍ ｕ ｓ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 ユ リ 目 （ Ｌ ｉ ｌ ｉ ｉ ｆ ｌ ｏ ｒ ａ ｅ ） （ ア ヤ メ 科 （ Ｉ
ｒ ｉ ｄ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ヒ ガ ン バ ナ 科 （ Ａ ｍ ａ ｒ ｙ ｌ ｌ ｉ ｄ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ユ リ 科 （ Ｌ ｉ ｌ
ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） ） 、 ツ ユ ク サ 目 （ Ｃ ｏ ｍ ｍ ｅ ｌ ｉ ｎ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ ミ ズ ア オ イ 科 （ Ｐ ｏ ｎ ｔ
ｅ ｄ ｅ ｒ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 ツ ユ ク サ 科 （ Ｃ ｏ ｍ ｍ ｅ ｌ ｉ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 パ イ ナ ッ プ ル 科
（ Ｂ ｒ ｏ ｍ ｅ ｌ ｉ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） 、 サ ト イ モ 目 （ Ａ ｒ ａ ｌ ｅ ｓ ） （ サ ト イ モ 科 （ Ａ ｒ ａ ｃ ｅ
ａ ｅ ） ） が 挙 げ ら れ る 。
　 花 色 自 体 の 遺 伝 子 型 育 種 法 で は 後 代 （ ｐ ｒ ｏ ｇ ｅ ｎ ｉ ｅ ｓ ） 花 色 の 分 離 に 曖 昧 な と こ ろ
が 多 く 、 実 用 化 す る こ と に 沢 山 の 問 題 点 を 残 し た 。 ま た 、 非 特 許 文 献 ６ に 記 載 の あ る 、 Ｅ

１ ／ ｅ １ お よ び Ｅ ２ ／ ｅ ２ で 表 さ れ た ゼ ラ ニ ウ ム （ Ｐ ｅ ｌ ａ ｒ ｇ ｏ ｎ ｉ ｕ ｍ 　 ｘ 　 ｈ ｏ ｒ
ｔ ｏ ｒ ｕ ｍ ） 色 素 の 遺 伝 に つ い て も 、 後 代 の 分 離 比 に 疑 問 点 が 有 り 、 実 用 化 に は 至 ら な か
っ た 。 特 許 文 献 に お い て は 、 遺 伝 子 組 み 替 え 、 照 射 な ど に よ る 突 然 変 異 を 起 こ さ せ な け れ
ば 、 新 花 色 を 作 出 す る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。 さ ら に 、 遺 伝 し た 個 体 が ど の 様
な 花 色 を 有 す る か 予 測 す る こ と が 困 難 で あ っ て 、 そ の 花 色 も 肉 眼 に よ る 曖 昧 な 色 で あ り 、
問 題 が あ る 。 ま た 、 ト ル コ ギ キ ョ ウ で は で き た も の の す べ て の 花 き に 適 用 で き る か ど う か
、 Ｃ Ｉ Ｅ Ｌ ａ ｂ 表 色 系 （ Ｃ Ｉ Ｅ Ｌ ａ ｂ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ 　 ｃ ｏ ｏ ｒ ｄ ｉ ｎ ａ ｔ ｅ 　 ｓ ｙ ｓ ｔ ｅ
ｍ ） な ど を 用 い て 花 色 を 正 確 に 測 色 ・ 数 値 化 し 、 遺 伝 さ せ る こ と が 十 分 で は な か っ た と い
う 問 題 点 も あ る 。 本 発 明 は 、 花 色 素 生 合 成 の 遺 伝 を 明 ら か に し 、 花 き の 花 色 を Ｃ Ｉ Ｅ Ｌ ａ
ｂ 表 色 系 な ど を 用 い て 花 色 を 正 確 に 測 色 ・ 数 値 化 し た 上 で 、 そ の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ
ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） と 花 色 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ） の 関 係 を 明 ら か に し 、
花 き の 新 花 色 作 出 に つ い て 実 用 的 花 色 遺 伝 型 交 配 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
　 本 発 明 に よ り 、 花 き の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 明 ら か に
で き る 。 た と え ば 、 遺 伝 子 型 （ ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） Ｄ ／ ｄ ・ Ｅ ／ ｅ ・ Ｈ Ｘ Ｈ Ｘ ・ Ｐ ｇ ／ ｐ
ｇ ・ Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ ・ Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ で あ っ て 、 Ｐ ｇ ｎ 、 Ｃ ｙ ｎ 、 Ｄ ｐ ｎ の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ
ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 帰 属 し た 花 色 遺 伝 型 交 配 法 を 用 い 、 花 き の 花 色 を Ｃ Ｉ Ｅ
Ｌ ａ ｂ 表 色 系 を 用 い て 正 確 に 測 色 ・ 数 値 化 す る こ と に よ り 、 優 れ た 新 花 色 を 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
　 以 下 、 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
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　 本 発 明 の 花 色 遺 伝 型 交 配 法 と は 、 該 ア ン ト シ ア ニ ジ ン 類 （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ
ｓ ） に 関 す る 遺 伝 子 型 育 種 法 で あ っ て 、 か つ フ ラ ボ ノ イ ド 生 合 成 （ ｂ ｉ ｏ ｓ ｙ ｎ ｔ ｈ ｅ ｓ
ｉ ｓ 　 ｏ ｆ 　 ｆ ｌ ａ ｖ ｏ ｎ ｏ ｉ ｄ ｓ ） に お け る 前 駆 化 合 物 の Ｂ 環 の 水 酸 化 に 五 つ の 複 対 立
遺 伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） で 表 記 す る こ と の で き る 花 色 遺 伝 型 交 配 法 で
あ る 。
　 本 発 明 に お い て 、 花 き の ア ン ト シ ア ニ ジ ン 生 合 成 の 前 駆 化 合 物 生 成 に つ い て 、 複 対 立 遺
伝 子 （ ｍ ｕ ｌ ｔ ｉ ｐ ｌ ｅ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） の 組 合 せ が 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｄ 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｚ と
Ｈ Ｏ － の 場 合 、 Ｂ 環 （ Ｂ － ｒ ｉ ｎ ｇ ） の 水 酸 基 （ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｌ 　 ｇ ｒ ｏ ｕ ｐ ｓ ） が １
～ ３ 個 有 す る 六 種 の 前 駆 化 合 物 （ ナ リ ン ゲ ニ ン （ ｎ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ ｎ ｉ ｎ ） 、 エ リ オ デ ィ ク
チ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ ｌ ） 、 ペ ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ
ｒ ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ ｅ ） 、 ジ ヒ ド ロ ケ ン フ ェ ロ ー ル （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｋ ａ ｅ ｍ ｐ ｆ
ｅ ｒ ｏ ｌ ） 、 ジ ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） 、 ジ ヒ ド ロ ミ
リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） ） を 生 成 し 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ の 場 合 、 Ｂ 環 の 水
酸 基 が １ 個 と ２ 個 を 有 す る 四 種 の 前 駆 化 合 物 （ ナ リ ン ゲ ニ ン （ ｎ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ ｎ ｉ ｎ 、 エ
リ オ デ ィ ク チ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ ｌ ） 、 ジ ヒ ド ロ ケ ン フ ェ ロ ー ル （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ
ｒ ｏ ｋ ａ ｅ ｍ ｐ ｆ ｅ ｒ ｏ ｌ ） 、 ジ ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ
ｎ ） ） を 生 成 し 、 Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ の 場 合 、 Ｂ 環 の 水 酸 基 を １ 個 有 す る 二 種 の 前 駆 化 合 物 （ ナ リ ン
ゲ ニ ン （ ｎ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ ｎ ｉ ｎ ） 、 ジ ヒ ド ロ ケ ン フ ェ ロ ー ル （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｋ ａ ｅ ｍ ｐ
ｆ ｅ ｒ ｏ ｌ ） ） を 生 成 し 、 Ｈ Ｄ Ｈ Ｆ と Ｈ Ｄ Ｈ Ｄ の 場 合 、 Ｂ 環 の 水 酸 基 を ３ 個 有 す る 二 種 の
前 駆 化 合 物 （ ペ ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ
ｅ ） 、 ジ ヒ ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） ） を 生 成 し 、 Ｈ Ｄ Ｈ Ｚ

、 Ｈ Ｚ Ｈ Ｚ の 場 合 、 Ｂ 環 の 水 酸 基 が ３ 個 有 す る 二 種 の 前 駆 化 合 物 （ ペ ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ
バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ ｅ ） 、 ジ ヒ ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ
ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） ） を 生 成 す る 。 更 に 、 ア ン ト シ ア ニ ジ ン 生 合 成 酵 素 （ ａ ｎ
ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｎ 　 ｓ ｙ ｎ ｔ ｈ ａ ｓ ｅ ） レ ベ ル に あ る Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ の 遺 伝 子 座 （ ｇ ｅ ｎ ｅ
　 ｌ ｏ ｃ ｕ ｓ ） の た め 、 劣 性 ホ モ 型 （ ｒ ｅ ｃ ｅ ｓ ｓ ｉ ｖ ｅ 　 ｈ ｏ ｍ ｏ ｚ ｙ ｇ ｏ ｔ ｅ ） （ ｐ
ｇ ｐ ｇ ） を 形 成 し た 場 合 に は 、 前 駆 化 合 物 と し て 、 ナ リ ン ゲ ニ ン （ ｎ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ ｎ ｉ ｎ
） お よ び ジ ヒ ド ロ ケ ン フ ェ ロ ー ル （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｋ ａ ｅ ｍ ｐ ｆ ｅ ｒ ｏ ｌ ） を 生 成 し て も
Ｐ ｇ ｎ を 生 合 成 し な い 。 Ｈ Ｚ Ｈ Ｆ の 場 合 、 Ｂ 環 の 水 酸 基 を ２ ～ ３ 個 有 す る 四 種 の 前 駆 化 合
物 （ エ リ オ デ ィ ク チ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ ｌ ） 、 ペ ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （
ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ ｅ ） 、 ジ ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ
ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） 、 ジ ヒ ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） ）
を 生 成 す る 。
　 す な わ ち 、 Ｈ Ｔ の 対 立 遺 伝 子 （ ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） は 、 ナ リ ン ゲ ニ ン （ ｎ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ ｎ ｉ
ｎ ） か ら エ リ オ デ ィ ク テ ィ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ ｌ ） 並 び に ジ ヒ ド ロ ケ ン フ ェ ロ
ー ル （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｋ ａ ｅ ｍ ｐ ｆ ｅ ｒ ｏ ｌ ） か ら ジ ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ
ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） へ の 生 化 学 的 変 換 （ ｂ ｉ ｏ ｓ ｙ ｎ ｔ ｈ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｆ ｏ
ｒ ｍ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 制 御 し 、 Ｈ Ｆ の 対 立 遺 伝 子 は 、 エ リ オ デ ィ ク テ ィ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ
ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ ｌ ） か ら ペ ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ
ｎ ｏ ｎ ｅ ） 並 び に ジ ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） か ら 　 ジ
ヒ ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） へ の 生 化 学 的 変 換 を 制 御 す る 。
従 っ て 、 Ｈ Ｆ の 対 立 遺 伝 子 は 、 エ リ オ デ ィ ク テ ィ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ ｌ ） や ジ
ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） の 前 駆 化 合 物 が 存 在 し な け れ
ば 生 化 学 的 変 換 は 行 わ れ な い 。 一 方 、 Ｈ Ｄ の 対 立 遺 伝 子 は 、 ナ リ ン ゲ ニ ン （ ｎ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ
ｅ ｎ ｉ ｎ ） か ら ペ ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ
ｎ ｅ ） 並 び に ジ ヒ ド ロ ケ ン フ ェ ロ ー ル （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｋ ａ ｅ ｍ ｐ ｆ ｅ ｒ ｏ ｌ ） か ら ジ ヒ
ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） へ の 生 化 学 的 変 換 を 制 御 す る が 、
こ の 対 立 遺 伝 子 は 、 基 質 を 完 全 に ペ ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ
ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ ｅ ） ま た は ジ ヒ ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ
） へ 変 換 す る こ と が 特 徴 で あ る 。 更 に 、 Ｈ Ｚ の 対 立 遺 伝 子 は 、 ナ リ ン ゲ ニ ン （ ｎ ａ ｒ ｉ ｎ
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ｇ ｅ ｎ ｉ ｎ ） か ら ペ ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ
ｏ ｎ ｅ ） 並 び に ジ ヒ ド ロ ケ ン フ ェ ロ ー ル （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｋ ａ ｅ ｍ ｐ ｆ ｅ ｒ ｏ ｌ ） か ら ジ
ヒ ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） へ の 生 化 学 的 変 換 を 制 御 す る が
、 こ の 対 立 遺 伝 子 は 、 一 旦 基 質 を 完 全 に エ リ オ デ ィ ク テ ィ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ
ｌ ） お よ び 、 ジ ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） へ 変 換 し 、 更
に こ れ ら を ペ ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ ｅ
） お よ び 、 ジ ヒ ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） へ 変 換 す る こ と が
特 徴 で あ る 。 従 っ て 、 Ｈ Ｆ の 対 立 遺 伝 子 と 対 を 組 ん だ 場 合 、 中 間 体 で あ る エ リ オ デ ィ ク テ
ィ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ ｌ ） お よ び 、 ジ ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｑ
ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） が 基 質 と し て 奪 わ れ 、 Ｈ Ｚ Ｈ Ｆ の 遺 伝 子 型 で は 、 結 果 と し て Ｂ 環 の 水
酸 基 を ２ ～ ３ 個 有 す る 四 種 の 前 駆 化 合 物 （ エ リ オ デ ィ ク チ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ
ｌ ） 、 ペ ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ ｅ ） 、
ジ ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） 、 ジ ヒ ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ
ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） ） を 生 成 す る 。
　 従 っ て 、 Ｈ Ｄ Ｈ Ｄ 型 、 Ｈ Ｄ Ｈ Ｆ 型 、 Ｈ Ｄ Ｈ Ｚ 型 、 Ｈ Ｚ Ｈ Ｆ 型 、 Ｈ Ｚ Ｈ Ｚ 型 の 場 合 、 Ｐ ｇ
／ ｐ ｇ が 優 性 型 （ ｄ ｏ ｍ ｉ ｎ ａ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） （ Ｐ ｇ Ｐ ｇ ま た は Ｐ ｇ ｐ ｇ ） で
あ っ て も 、 Ｐ ｇ ｎ は 生 成 さ れ な い 。 Ｈ Ｏ の 対 立 遺 伝 子 （ ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） は 、 ナ リ ン ゲ ニ ン
（ ｎ ａ ｒ ｉ ｎ ｇ ｅ ｎ ｉ ｎ ） か ら エ リ オ デ ィ ク テ ィ オ ー ル （ ｅ ｒ ｉ ｏ ｄ ｉ ｃ ｔ ｙ ｏ ｌ ） と ペ
ン タ ヒ ド ロ キ シ フ ラ バ ノ ン （ ｐ ｅ ｎ ｔ ａ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｘ ｙ ｆ ｌ ａ ｖ ａ ｎ ｏ ｎ ｅ ） 並 び に ジ ヒ
ド ロ ケ ン フ ェ ロ ー ル （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｋ ａ ｅ ｍ ｐ ｈ ｅ ｒ ｏ ｌ ） か ら ジ ヒ ド ロ ク エ ル セ チ ン
（ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｑ ｕ ｅ ｒ ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） と ジ ヒ ド ロ ミ リ セ チ ン （ ｄ ｉ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｍ ｙ ｒ ｉ
ｃ ｅ ｔ ｉ ｎ ） へ の 全 て の 生 化 学 的 変 換 を 制 御 す る 。
　 本 発 明 に お い て 、 例 え ば 、 ト ル コ ギ キ ョ ウ 花 弁 の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ
ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） に つ い て 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｄ Ｐ ｇ － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ
ｐ Ｄ ｐ 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｚ Ｐ ｇ － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ と Ｈ Ｏ － Ｐ ｇ － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 遺 伝 子 型 （
ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ
） を 得 る こ と が で き る 。 Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ Ｐ ｇ － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ
ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 得 る こ と が で き る 。 Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 、 Ｈ
Ｔ Ｈ Ｄ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｚ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ と Ｈ Ｏ － ｐ ｇ ｐ ｇ
Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 型 を 得 る こ と が
で き る 。 Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で Ｐ ｇ 型 （ Ｐ ｇ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 得
る こ と が で き る 。 Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ
ｙ ｐ ｅ ） を 得 る こ と が で き る 。 Ｈ Ｄ Ｈ Ｆ － － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 、 Ｈ Ｄ Ｈ Ｚ － － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ
ｐ Ｄ ｐ と Ｈ Ｄ Ｈ Ｄ － － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 得
る こ と が で き る 。 Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で 白 花 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、
Ｄ ｐ ｎ 型 の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア
ニ ジ ン （ ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ａ ｔ ｅ ｄ 　 ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ｓ ） で あ る マ ル ヴ ィ ジ ン （
ｍ ａ ｌ ｖ ｉ ｄ ｉ ｎ ， Ｍ ｖ ） と ペ チ ュ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｔ ｕ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ， Ｐ ｔ ） を 含 む 。 更 に 、
Ｃ ｙ ｎ 型 の 色 素 表 現 型 に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン で あ る ペ オ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ
ｎ ， Ｐ ｎ ） を 含 む 。 こ こ で 「 白 花 」 と は 、 ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ
ｎ ） を 全 く 含 ま な い 花 の こ と を 指 す 。 な お 、 本 発 明 で は 、 Ｐ ｇ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 は 得 ら れ な い 。
ま た 、 ″ － ″ と 表 記 さ れ て い る の は 、 そ の 一 つ 前 に 表 記 さ れ た 遺 伝 子 （ ｇ ｅ ｎ ｅ 　 ａ ｎ ｄ
／ ｏ ｒ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） に 優 性 的 に 支 配 さ れ て い る こ と を 示 し 、 い ず れ の 遺 伝 子 （ ｇ ｅ ｎ
ｅ 　 ａ ｎ ｄ ／ ｏ ｒ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） で も 用 い る こ と が で き る こ と を 意 味 す る 。 更 に ま た 、
″ － － ″ と 表 記 さ れ て い る の は 、 い ず れ の 遺 伝 子 （ ｇ ｅ ｎ ｅ 　 ａ ｎ ｄ ／ ｏ ｒ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ
ｅ ） も 用 い る こ と が で き る こ と を 意 味 す る 。
　 本 発 明 に お い て 、 例 え ば 、 ト ル コ ギ キ ョ ウ 花 弁 の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ
ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） に つ い て 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ
ｐ ｅ ） で 、 赤 紫 色 、 赤 色 、 紫 赤 色 、 淡 赤 色 、 ピ ン ク 色 の 花 を 得 る こ と が で き る 。 Ｐ ｇ ｎ Ｃ
ｙ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で 、 赤 色 、 深 赤 色 、 淡 赤 色 、 ピ ン ク 色 の 花
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を 得 る こ と が で き る 。 Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で 、 淡 紫 色
、 紫 赤 色 、 紫 色 、 青 紫 色 の 花 を 得 る こ と が で き る 。 Ｐ ｇ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ
ｅ ） で 、 赤 色 、 淡 赤 色 、 ピ ン ク 色 、 白 赤 色 、 ク リ ー ム 色 、 白 色 の 花 を 得 る こ と が で き る 。
Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で 、 赤 色 、 淡 赤 色 、 ピ ン ク 色 、 白 赤 色 の 花 を 得
る こ と が で き る 。 Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で 、 紫 色 を 得 る こ と が で き る
。 Ｎ ｏ ｎ ｅ 型 （ Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 遺 伝 子 型 、 Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ
ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で 白 花 を 得 る こ と が で き る 。
　 本 発 明 に お い て 、 例 え ば 、 ス イ ー ト ピ ー （ ｓ ｗ ｅ ｅ ｔ 　 ｐ ｅ ａ 、 Ｌ ａ ｔ ｈ ｙ ｒ ｕ ｓ 　 ｏ
ｄ ｏ ｒ ａ ｔ ｕ ｓ ） 花 弁 の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） に つ い て 、
Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ Ｐ ｇ － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ
） を 得 る こ と が で き る 。 Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｄ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ
Ｄ ｐ Ｄ ｐ と Ｈ Ｏ － ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ
ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 得 る こ と が で き る 。 Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｃ ｙ
ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 得 る こ と が で き る 。 Ｈ Ｄ Ｈ Ｆ － － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ と Ｈ Ｄ Ｈ
Ｄ － － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 得 る こ と が で き る
。 Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で 白 花 を 得 る こ と が で き る 。 こ こ で 「 白 花 」 と は 、
ア ン ト シ ア ニ ジ ン を 全 く 含 ま な い 花 の こ と を 指 す 。 な お 、 本 発 明 で は 、 Ｐ ｇ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 （
Ｐ ｇ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） は 得 ら れ な い 。 ま た 、 ″ － ″ と 表 記 さ れ て い る の は
、 そ の 一 つ 前 に 表 記 さ れ た 遺 伝 子 （ ｇ ｅ ｎ ｅ 　 ａ ｎ ｄ ／ ｏ ｒ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） に 優 性 的 に
支 配 さ れ て い る こ と を 示 し 、 い ず れ の 遺 伝 子 （ ｇ ｅ ｎ ｅ 　 ａ ｎ ｄ ／ ｏ ｒ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ）
で も 用 い る こ と が で き る こ と を 意 味 す る 。 更 に ま た 、 ″ － － ″ と 表 記 さ れ て い る の は 、 い
ず れ の 遺 伝 子 （ ｇ ｅ ｎ ｅ 　 ａ ｎ ｄ ／ ｏ ｒ 　 ａ ｌ ｌ ｅ ｌ ｅ ） も 用 い る こ と が で き る こ と を 意
味 す る 。
　 Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ
ｔ ｙ ｐ ｅ ） に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ａ ｔ ｅ ｄ 　 ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ
ｉ ｄ ｉ ｎ ） で あ る マ ル ヴ ィ ジ ン （ ｍ ａ ｌ ｖ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｍ ｖ ） と ペ チ ュ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｔ ｕ ｎ
ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｔ ） を 含 む が 、 こ れ ら は 、 い ず れ も Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ
） の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） に 包 含 さ れ る 。 更 に 、 Ｃ ｙ ｎ 型
（ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ）
に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ａ ｔ ｅ ｄ 　 ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ）
で あ る ペ オ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｎ ） を 含 む が 、 こ れ は Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ
ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） に 包 含 さ れ る 。
　 本 発 明 に お い て 、 例 え ば 、 ツ ツ ジ お よ び シ ャ ク ナ ゲ 花 弁 の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ
ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） に つ い て 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｃ ｙ
ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 得 る こ と が で き る 。 Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 、 Ｈ
Ｔ Ｈ Ｏ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 、 Ｈ Ｏ Ｈ Ｏ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 、 で Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ
型 （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 得 る こ と が で き る 。 Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ
ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で 白 花 を 得 る こ と が で き る 。 こ こ で 「 白 花 」 と は 、 ア ン ト シ ア ニ ジ ン を 全 く 含
ま な い 花 の こ と を 指 す 。 な お 、 本 発 明 で は 、 Ｐ ｇ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ
ｔ ｙ ｐ ｅ ） は 得 ら れ な い 。 ツ ツ ジ 花 弁 の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ
ｅ ） の 特 徴 と し て 、 Ｐ ｇ ｎ 色 素 （ Ｐ ｇ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 生 合 成 （ ｂ ｉ ｏ ｓ ｙ ｎ
ｔ ｈ ｅ ｓ ｉ ｓ ） に 関 与 す る ジ ヒ ド ロ フ ラ ボ ノ ー ル リ ダ ク タ ー ゼ （ Ｄ Ｆ Ｒ ） 、 あ る い は ア ン
ト シ ア ニ ジ ン シ ン タ ー ゼ （ Ａ Ｓ ） の 発 現 に 関 す る 遺 伝 子 座 （ ｇ ｅ ｎ ｅ 　 ｌ ｏ ｃ ｕ ｓ ） が 劣
性 の ホ モ 型 （ ｒ ｅ ｃ ｅ ｓ ｓ ｉ ｖ ｅ 　 ｈ ｏ ｍ ｏ ｚ ｙ ｇ ｏ ｔ ｅ ） （ ｐ ｇ ｐ ｇ ） に な っ て い る た
め に 、 Ｐ ｇ ｎ 色 素 （ Ｐ ｇ ｎ 　 ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ） が 生 成 さ れ な い 。
　 Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ
ｔ ｙ ｐ ｅ ） に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ａ ｔ ｅ ｄ 　 ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ
ｉ ｄ ｉ ｎ ） で あ る マ ル ヴ ィ ジ ン （ ｍ ａ ｌ ｖ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｍ ｖ ） と ペ チ ュ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｔ ｕ ｎ
ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｔ ） を 含 む が 、 こ れ ら は 、 い ず れ も Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ
） の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） に 包 含 さ れ る 。 更 に 、 Ｃ ｙ ｎ 型
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（ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ）
に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ｍ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ａ ｔ ｅ ｄ 　 ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ）
で あ る ペ オ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｎ ） を 含 む が 、 こ れ ら は Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｃ ｙ ｎ － ｐ
ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） に 包 含 さ れ る
。
　 本 発 明 の 花 色 遺 伝 型 交 配 法 は 、 花 き の 花 弁 ま た は 萼 片 、 花 被 、 苞 、 果 皮 な ど の 有 色 部 分
か ら 、 ５ ０ ％ 酢 酸 水 溶 液 （ ａ ｃ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 ａ ｃ ｉ ｄ 　 ｓ ｏ ｌ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 、 ま た は ５ ０ ％
酢 酸 メ タ ノ ー ル （ ｍ ｅ ｔ ｈ ａ ｎ ｏ ｌ ｉ ｃ － ａ ｃ ｅ ｔ ｉ ｃ 　 ａ ｃ ｉ ｄ ） を 用 い て ア ン ト シ ア
ニ ン （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｎ ） を 抽 出 （ ｅ ｘ ｔ ｒ ａ ｃ ｔ ） し （ 酢 酸 の 濃 度 （ ｃ ｏ ｎ ｃ ｅ
ｎ ｔ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） は １ ０ ～ ５ ０ ％ で も 可 能 で 、 酢 酸 の 代 わ り に ０ ． ５ ～ ２ 規 定 塩 酸 （ ｎ
ｏ ｒ ｍ ａ ｌ 　 ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｃ ｈ ｌ ｏ ｒ ｉ ｃ 　 ａ ｃ ｉ ｄ 　 ｓ ｏ ｌ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 用 い て も 良 い
） 、 こ れ を 塩 酸 加 水 分 解 し て 、 ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ） を 含 む
加 水 分 解 物 （ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｌ ｙ ｓ ａ ｔ ｅ ） を 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー （ Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ｐ ｅ
ｒ ｆ ｏ ｒ ｍ ａ ｎ ｃ ｅ 　 Ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ 　 Ｃ ｈ ｒ ｏ ｍ ａ ｔ ｏ ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ｙ 、 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ ） な ど を
用 い て 各 種 ア ン ト シ ア ニ ジ ン を 分 析 す る 。 自 殖 （ ｓ ｅ ｌ ｆ － ｐ ｏ ｌ ｌ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） や
交 雑 を 繰 り 返 し て 得 ら れ た 後 代 （ ｐ ｒ ｏ ｇ ｅ ｎ ｉ ｅ ｓ ） の 遺 伝 子 型 （ ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ）
に つ い て 、 優 性 ホ モ 型 （ ｄ ｏ ｍ ｉ ｎ ａ ｎ ｔ 　 ｈ ｏ ｍ ｏ ｚ ｙ ｇ ｏ ｔ ｅ ） 、 優 性 ヘ テ ロ 型 （ ｄ
ｏ ｍ ｉ ｎ ａ ｎ ｔ 　 ｈ ｅ ｔ ｅ ｒ ｏ ｚ ｙ ｇ ｏ ｔ ｅ ） 、 劣 性 ホ モ 型 （ ｒ ｅ ｃ ｅ ｓ ｓ ｉ ｖ ｅ 　 ｈ ｏ
ｍ ｏ ｚ ｙ ｇ ｏ ｔ ｅ ） を 決 定 し 、 各 花 色 を そ の 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ
ｅ ） よ り 様 々 な 花 色 を 自 由 自 在 に 作 出 す る こ と の で き る 交 配 方 法 で あ る 。
【 実 施 例 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 例 に よ り 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 、 こ れ ら の 実 施 例 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
　 花 き の 花 弁 、 果 皮 、 葉 を 採 集 し 、 花 弁 お よ び 萼 片 等 に つ い て は 、 全 色 系 ま た は 覆 輪 系 （
八 重 花 を 含 む ） の 着 色 し た 部 分 、 同 色 の 部 分 、 並 び に 白 色 の 部 分 な ど を 切 除 し 、 精 秤 後 、
試 験 管 （ ｔ ｅ ｓ ｔ 　 ｔ ｕ ｂ ｅ ） 中 に て ０ ． ５ ～ ２ 規 定 塩 酸 水 溶 液 （ ０ ． ５ ～ ２ Ｎ 　 Ｈ Ｃ ｌ
） な ど の 酸 性 溶 媒 （ ａ ｃ ｉ ｄ ｉ ｃ 　 ｓ ｏ ｌ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 加 え 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 （ ａ
ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｎ ｓ ） を 抽 出 （ ｅ ｘ ｔ ｒ ａ ｃ ｔ ） し た 。 抽 出 は 、 文 献 記 載 の 方 法 （ Ｕ
ｄ ｄ ｉ ｎ 、 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ： Ｊ ． Ｊ ｐ ｎ ． Ｓ ｏ ｃ ． Ｈ ｏ ｒ ｔ ． Ｓ ｃ ｉ ． 、 ７ １ ： ４ ０ － ４ ７
、 ２ ０ ０ ２ ； Ｗ ａ ｎ ｇ 、 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ： Ｊ ． Ｐ ｌ ａ ｎ ｔ 　 Ｒ ｅ ｓ ． 、 １ １ ４ ： ２ １ ３ － ２
２ １ 、 ２ ０ ０ １ ； 松 添 直 隆 、 ほ か ５ 名 ： 園 学 雑 、 ６ ８ ： １ ３ ８ － １ ４ ５ 、 １ ９ ９ ９ ） を 用
い た 。 抽 出 液 を 綿 栓 濾 過 （ ｃ ｏ ｔ ｔ ｏ ｎ 　 ｆ ｉ ｌ ｔ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 後 、 濾 液 （ ｆ ｉ ｌ ｔ ｒ
ａ ｔ ｅ ） に つ い て ９ ５ ～ １ ０ ０ ℃ で 加 熱 し 加 水 分 解 （ ｈ ｙ ｄ ｒ ｏ ｌ ｙ ｓ ｉ ｓ ） を 行 い 、 １
～ ６ 種 の ア ン ト シ ア ニ ジ ン を 含 む 溶 液 を 得 た 。 加 水 分 解 は 、 文 献 記 載 の 方 法 （ Ｕ ｄ ｄ ｉ ｎ
、 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ： Ｊ ． Ｊ ｐ ｎ ． Ｓ ｏ ｃ ． Ｈ ｏ ｒ ｔ ． Ｓ ｃ ｉ ． 、 ７ １ ： ４ ０ － ４ ７ 、 ２ ０ ０
２ ） を 用 い た 。 反 応 後 、 溶 液 （ ｒ ｅ ａ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ｍ ｉ ｘ ｔ ｕ ｒ ｅ ） を メ ン ブ ラ ン フ ィ ル
タ ー （ ｍ ｅ ｍ ｂ ｒ ａ ｎ ｅ 　 ｆ ｉ ｌ ｔ ｅ ｒ ） で 濾 過 後 、 濾 液 （ ｆ ｉ ｌ ｔ ｒ ａ ｔ ｅ ） に つ い て
Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 装 置 に て 分 析 し た 。 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ の 分 析 条 件 お よ び 分 析 装 置 は 、 文 献 記 載 の 方 法 （ Ｕ
ｄ ｄ ｉ ｎ 、 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ： Ｊ ． Ｊ ｐ ｎ ． Ｓ ｏ ｃ ． Ｈ ｏ ｒ ｔ ． Ｓ ｃ ｉ ． 、 ７ １ ： ４ ０ － ４ ７
、 ２ ０ ０ ２ ） を 用 い た 。
　 Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ ク ロ マ ト チ ャ ー ト （ ｃ ｈ ｒ ｏ ｍ ａ ｔ ｏ ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ｉ ｃ 　 ｃ ｈ ａ ｒ ｔ ） か ら 、 ３
種 の ア ン ト シ ア ニ ジ ン （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ ） 、 す な わ ち 、 そ れ ぞ れ の ア ン ト シ
ア ニ ジ ン の ピ ー ク を 占 有 面 積 と し て 算 出 し 、 ペ ラ ル ゴ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｌ ａ ｒ ｇ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ
、 Ｐ ｇ ｎ ） 、 シ ア ニ ジ ン （ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｃ ｙ ｎ ） 、 デ ル フ ィ ニ ジ ン （ ｄ ｅ ｌ ｐ ｈ ｉ
ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｄ ｐ ｎ ） 、 並 び に ３ 種 の メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン 、 す な わ ち 、 ペ オ ニ ジ ン
（ ｐ ｅ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｎ ） 、 ペ チ ュ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｔ ｕ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｔ ） お よ び マ ル ヴ
ィ ジ ン （ ｍ ａ ｌ ｖ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｍ ｖ ） の 全 ピ ー ク 面 積 （ ｐ ｅ ａ ｋ 　 ａ ｒ ｅ ａ ） を １ ０ ０ ％ と
し た 。 得 ら れ た 固 有 ピ ー ク か ら ア ン ト シ ア ニ ジ ン に つ い て 、 そ の 花 の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ
ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 決 定 し た 。
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　 花 き の 花 弁 、 果 皮 、 葉 を 採 集 し 、 花 弁 お よ び 萼 片 等 に つ い て は 、 全 色 系 ま た は 覆 輪 系 （
い ず れ も 八 重 花 を 含 む ） の 着 色 し た 部 分 、 同 色 の 部 分 、 並 び に 白 色 の 部 分 な ど を 切 除 し 、
色 彩 計 （ ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ｉ ｍ ｅ ｔ ｅ ｒ ） を 用 い て 花 色 を 測 定 し た 。 表 色 系 は 、 Ｃ Ｉ Ｅ Ｌ ａ ｂ 表
色 系 を 用 い 、 測 定 条 件 お よ び 測 定 装 置 は 、 文 献 記 載 の 方 法 （ Ｗ ａ ｎ ｇ 、 ｅ ｔ 　 ａ ｌ ． ： Ｊ
． Ｐ ｌ ａ ｎ ｔ 　 Ｒ ｅ ｓ ． 、 １ １ ４ ： ３ ３ － ４ ３ 、 ２ ０ ０ １ ） を 用 い た 。
　 ト ル コ ギ キ ョ ウ （ ｌ ｉ ｓ ｉ ａ ｎ ｔ ｈ ｕ ｓ ； Ｅ ｕ ｓ ｔ ｏ ｍ ａ 属 ） （ リ ン ド ウ 科 、 Ｇ ｅ ｎ ｔ
ｉ ａ ｎ ａ ｃ ｅ ａ ｅ ） の ロ イ ヤ ル バ イ オ レ ッ ト （ Ｒ ｏ ｙ ａ ｌ 　 Ｖ ｉ ｏ ｌ ｅ ｔ ） （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ
ｎ 色 素 表 現 型 、 Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 ミ ッ キ ー ロ ー ズ （ Ｍ ｉ ｃ ｋ ｙ 　 Ｒ
ｏ ｓ ｅ ） （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ）
、 お よ び 、 あ す か の 紅 （ Ａ ｓ ｕ ｋ ａ 　 ｎ ｏ 　 Ｋ ｕ ｒ ｅ ｎ ａ ｉ ） （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型
、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の ３ 品 種 （ Ｆ １ 世 代 、 Ｆ １ － ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ
ｎ ） を 用 い て 、 自 殖 （ ｓ ｅ ｌ ｆ － ｐ ｏ ｌ ｌ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に よ る Ｓ １ 世 代 （ Ｓ １ － ｇ ｅ
ｎ ｅ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） の 分 離 を 調 べ 、 そ の 結 果 を 表 １ （ Ｔ ａ ｂ ｌ ｅ 　 １ ） に 示 し た 。 ま た 同
様 に 、 ロ イ ヤ ル バ イ オ レ ッ ト （ Ｒ ｏ ｙ ａ ｌ 　 Ｖ ｉ ｏ ｌ ｅ ｔ ） （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 、
Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 ミ ッ キ ー ロ ー ズ （ Ｍ ｉ ｃ ｋ ｙ 　 Ｒ ｏ ｓ ｅ ） （ Ｐ ｇ
ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 お よ び あ す か
の 紅 （ Ａ ｓ ｕ ｋ ａ 　 ｎ ｏ 　 Ｋ ｕ ｒ ｅ ｎ ａ ｉ ） （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ －
ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の ３ 品 種 （ Ｆ １ 世 代 、 Ｆ １ － ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 用 い て 、 ２
品 種 間 の 正 逆 交 雑 （ ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ － ｐ ｏ ｌ ｌ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） に よ る Ｆ １ 世 代 （ Ｆ １ － ｇ ｅ
ｎ ｅ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） の 分 離 を 調 べ 、 そ の 結 果 を 表 ２ に 示 し た 。 そ の 結 果 、 ロ イ ヤ ル バ イ オ
レ ッ ト （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 ） 、 ミ ッ キ ー ロ ー ズ （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 ）
、 お よ び 、 あ す か の 紅 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 ） の 、 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　
ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 決 定 し た 。
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　 表 １ お よ び 表 ２ か ら 、 ロ イ ヤ ル バ イ オ レ ッ ト （ Ｒ ｏ ｙ ａ ｌ 　 Ｖ ｉ ｏ ｌ ｅ ｔ ） は ｄ ｄ ｅ ｅ
Ｈ Ｏ Ｈ Ｄ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ
） で あ り 、 ミ ッ キ ー ロ ー ズ （ Ｍ ｉ ｃ ｋ ｙ 　 Ｒ ｏ ｓ ｅ ） は ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ
ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で あ り 、 あ す か の 紅 （
Ａ ｓ ｕ ｋ ａ 　 ｎ ｏ 　 Ｋ ｕ ｒ ｅ ｎ ａ ｉ ） は ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 色
素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で あ る こ と が わ か る 。 ま た 、 花 色 は 、
ロ イ ヤ ル バ イ オ レ ッ ト は 紫 色 、 ミ ッ キ ー ロ ー ズ は 赤 紫 色 、 あ す か の 紅 は 赤 色 で あ っ た 。 な
お 、 表 １ 中 ｎ ｏ ｎ ｅ 色 素 表 現 型 （ ｎ ｏ ｎ ｅ － ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） は 、
白 花 を 示 す 。
【 実 施 例 ３ 】
　 ト ル コ ギ キ ョ ウ （ ｌ ｉ ｓ ｉ ａ ｎ ｔ ｈ ｕ ｓ ） の 表 ３ に 示 す Ｓ １ 世 代 （ Ｓ １ － ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａ
ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 親 株 と し て 、 こ れ ら を 自 殖 （ ｓ ｅ ｌ ｆ － ｐ ｏ ｌ ｌ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） し 、 分 離
し た Ｓ ２ 世 代 （ Ｓ ２ － ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 調 べ 、 各 種 系 統 （ ｌ ｉ ｎ ｅ ｓ ） の 色 素 遺
伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 決 定 し た 。 そ の 結 果 を 表 ３ に 示 し た 。
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　 表 ３ か ら 分 か る よ う に 、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ
ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） か ら Ｐ ｇ ｎ 色 素 （ Ｐ ｇ ｎ － ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ） の み を 有
す る 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） と し て 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ ５ Ｆ 系 統
（ ｌ ｉ ｎ ｅ ） （ 白 色 、 赤 白 色 、 ク リ ー ム 色 、 ま た は ピ ン ク 色 の 花 ） を 得 た 。 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ

Ｈ Ｔ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） か ら
Ｃ ｙ ｎ 色 素 （ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ） の み を 有 す る 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ
ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） と し て 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ ７ Ｙ 系 統 （ ｌ ｉ ｎ ｅ ） （ 赤 白 色 、 ま た は ピ ン ク 色
の 花 ） を 得 た 。 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ
ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） か ら 色 素 を 全 く 有 し な い ｎ ｏ ｎ ｅ 型 （ ｎ ｏ ｎ ｅ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ
ｐ ｅ ） と し て 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ ６ Ｂ 系 統 （ 白 花 ） を 得 た 。 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｏ Ｈ Ｏ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ
ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） か ら Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 （
Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ） を 有 す る 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ
ｐ ｅ ） と し て 、 Ｊ ５ Ａ ２ Ｈ １ ６ Ｂ 系 統 （ 赤 紫 色 の 花 ） を 得 た 。 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｄ Ｈ Ｄ ｐ ｇ ｐ ｇ
Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） か ら Ｄ ｐ ｎ 色 素 （
Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ） の み を 有 す る 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ
ｅ ） と し て 、 Ｊ ５ Ａ ２ Ｈ １ １ ０ Ｃ １ Ａ 系 統 （ 紫 色 の 花 ） を 得 た 。 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ Ｐ ｇ Ｐ
ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） か ら Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ
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ｎ 色 素 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ ） を 有 す る 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ
ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） と し て 、 Ｗ １ Ｃ ３ Ｂ １ １ １ Ｙ 系 統 （ ｌ ｉ ｎ ｅ ） （ 赤 色 の 花 ） を 得 た 。 こ れ
ら は 、 い ず れ も 純 系 （ ｐ ｕ ｒ ｅ 　 ｌ ｉ ｎ ｅ ） （ 優 性 ま た は 劣 性 の ホ モ 型 ） で あ る こ と が わ
か る 。
【 実 施 例 ４ 】
　 Ｐ ｇ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で 赤 白 色 の 花 （ Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ ５ Ｆ 系 統 （ ｌ ｉ
ｎ ｅ ） 、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ
ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） ） と Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で 赤 白 色 の 花 （ Ｇ ２ Ｄ ３
Ｂ ２ ７ Ｙ 系 統 （ ｌ ｉ ｎ ｅ ） 、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （
ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） ） を 正 逆 交 雑 （ ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ － ｐ ｏ ｌ ｌ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ
ｎ ） し た と こ ろ 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の
赤 紫 色 の 花 （ ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ
　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） ） が 得 ら れ た 。 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ － ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ
） を 想 定 し た 非 特 許 文 献 ６ （ 小 林 加 奈 ： 育 種 学 雑 誌 、 ４ ８ ： １ ６ ９ － １ ７ ６ 、 １ ９ ９ ８ ）
の 方 法 で は 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 花 が 得 ら れ る と 記
載 さ れ て あ り 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 赤
紫 色 の 花 が 分 離 し た こ と は 説 明 が 付 か な い 。
【 実 施 例 ５ 】
　 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） で 赤 色 の 花 （ Ｗ １ Ｃ ３ Ｂ １ １ １
Ｙ 系 統 （ ｌ ｉ ｎ ｅ ） 、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ
ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） ） と 白 花 （ ｎ ｏ ｎ ｅ 型 （ ｎ ｏ ｎ ｅ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ）
、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ
ｔ ｙ ｐ ｅ ） ） を 正 逆 交 雑 （ ｃ ｒ ｏ ｓ ｓ － ｐ ｏ ｌ ｌ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） し た と こ ろ 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ
ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 赤 紫 色 の 花 が 得 ら れ た 。 色
素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ － ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 想 定 し た 非 特 許 文 献 ６ （ 小 林 加 奈 ：
育 種 学 雑 誌 、 ４ ８ ： １ ６ ９ － １ ７ ６ 、 １ ９ ９ ８ ） の 方 法 で は 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ
ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 花 が 得 ら れ る と 記 載 さ れ て あ り 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 型 （
Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） の 赤 紫 色 の 花 が 分 離 し た こ と は 説 明 が 付 か な
い 。
【 実 施 例 ６ 】
　 ト ル コ ギ キ ョ ウ （ ｌ ｉ ｓ ｉ ａ ｎ ｔ ｈ ｕ ｓ ） の 品 種 （ ｃ ｕ ｌ ｔ ｉ ｖ ａ ｒ ） 、 ブ ラ イ ダ ル バ
イ オ レ ッ ト （ Ｂ ｒ ｉ ｄ ａ ｌ 　 Ｖ ｉ ｏ ｌ ｅ ｔ ） （ 覆 輪 花 、 Ｆ １ 系 統 （ Ｆ １ 　 ｌ ｉ ｎ ｅ ） ） を
自 殖 （ ｓ ｅ ｌ ｆ － ｐ ｏ ｌ ｌ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） し 、 そ の 花 色 分 離 を 調 査 し た 。 そ の 結 果 、 表
４ に 示 す よ う に 、 全 て 覆 輪 の 優 性 型 と し て 後 代 が 得 ら れ 、 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ
　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） と 花 色 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 決 定 し た 。 系 統
Ｆ ３ Ｉ １ Ａ ２ Ｄ １ Ｄ は 覆 輪 の 優 性 形 質 の 遺 伝 子 型 （ ホ モ 型 ） を 有 す る 白 花 で あ る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実 施 例 ５ Ａ
　 ト ル コ ギ キ ョ ウ （ ｌ ｉ ｓ ｉ ａ ｎ ｔ ｈ ｕ ｓ ） の Ｇ ４ Ｉ ５ Ａ ３ Ｉ １ Ｆ ４ （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素
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表 現 型 （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 赤 紫 色 の 花 ） 、 Ａ １ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ ４ （ Ｐ
ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 赤 色 の 花 ） 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ
２ Ｉ ５ Ｃ ３ ３ （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 赤 色 の
花 ） 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ Ａ （ Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 赤
色 の 花 ） 、 Ｉ ５ Ａ ２ １ Ｉ ３ Ｆ １ ２ （ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、
紫 赤 色 の 花 ） 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ６ （ Ｐ ｇ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｐ ｇ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ
ｅ ） 、 白 黄 色 の 花 ） 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ７ （ ｎ ｏ ｎ ｅ 色 素 表 現 型 （ ｎ ｏ ｎ ｅ － ｐ ｈ ｅ
ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 白 花 ） の ７ 系 統 に つ い て 、 自 殖 （ ｓ ｅ ｌ ｆ － ｐ ｏ ｌ ｌ ｉ ｎ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ）
に よ る 後 代 １ ８ ０ 個 体 の 分 離 を 調 べ 、 そ の 結 果 を 表 ５ に 示 し た 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 表 ５ の よ う に 、 そ れ ぞ れ の 系 統 （ ｌ ｉ ｎ ｅ ｓ ） は 親 株 と 同 一 の 色 素 組 成 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ
ｔ 　 ｃ ｏ ｎ ｓ ｔ ｉ ｔ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 、 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ － ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ）
、 花 色 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ） で あ っ た 。 な お 、 各 系 統 の 個 体 数 を 除 い た 各 数 値 は
、 系 統 毎 の 個 体 数 に 対 す る 平 均 値 で あ る 。 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ － ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ
ｐ ｅ ） は 、 い ず れ も ホ モ 型 で あ っ た 。 Ｇ ４ Ｉ ５ Ａ ３ Ｉ １ Ｆ ４ と Ｉ ５ Ａ ２ １ Ｉ ３ Ｆ １ ２ の ２
系 統 は 、 色 素 組 成 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｃ ｏ ｎ ｓ ｔ ｉ ｔ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ ） と 遺 伝 子 型 （ ｇ ｅ ｎ ｏ
ｔ ｙ ｐ ｅ ） が 違 う に も 関 わ ら ず 、 色 相 角 （ ｈ 、 ｈ ｕ ｅ 　 ａ ｎ ｇ ｌ ｅ ） は 、 － ３ １ ． ０ と －
２ ８ ． ８ 度 で 同 様 な 値 を 示 し 、 そ の 花 色 は 赤 紫 色 方 向 の 色 で あ っ た 。 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ
４ と Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ３ の ２ 系 統 は 、 系 統 が 違 っ た に も 関 わ ら ず 、 同 様 な 色 相 角 （ ｈ
、 ｈ ｕ ｅ 　 ａ ｎ ｇ ｌ ｅ ） （ － ４ ． ７ と － ４ ． ３ 度 ） を 与 え 、 そ の 花 色 は 、 赤 色 方 向 の 色 で
あ っ た 。 し か し 、 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ ４ 系 統 は 、 鮮 や か さ （ ｃ ｈ ｒ ｏ ｍ ａ ） を 示 す Ｃ ＊ の
値 が Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ３ 系 統 に 比 べ 、 ほ ぼ ２ 倍 の ５ ６ ． ４ の 値 を 与 え 、 濃 い 赤 色 の 花
で あ っ た 。
　 一 方 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ３ 系 統 は 淡 い 赤 色 の 花 で あ っ た 。 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ６
（ Ｐ ｇ ｎ 色 素 型 ） の 色 相 角 （ ｈ 、 ｈ ｕ ｅ 　 ａ ｎ ｇ ｌ ｅ ） は 、 ８ ８ ． ３ 度 を 示 し 、 黄 色 方 向
の 色 で あ っ た 。 こ の Ｃ ＊ の 値 は ６ ． ５ と 低 い 値 を 示 し 、 鮮 や か さ （ ｃ ｈ ｒ ｏ ｍ ａ ） は 小 さ
い 値 で あ っ た 。 し た が っ て 、 花 弁 に ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 （ ａ ｎ ｔ ｈ ｏ ｃ ｙ ａ ｎ ｉ ｎ ） が 含
ま れ て い る に も 関 わ ら ず 、 肉 眼 で は ク リ ー ム 色 の 花 と し て 確 認 さ れ た 。 白 花 で あ る Ｇ ２ Ｄ
３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ７ 系 統 の 色 相 角 は １ １ ４ ． ２ 度 を 与 え 、 緑 黄 色 方 向 の 色 で あ っ た 。 こ の Ｃ
＊ の 値 は １ ０ ． ７ と 低 い 値 を 示 し た た め 、 肉 眼 で は 、 非 常 に 白 色 の 花 に 近 い 、 し か し 、 淡
い 緑 黄 色 の 花 と し て 確 認 さ れ た 。
　 実 施 例 ６ Ａ
　 ト ル コ ギ キ ョ ウ （ ｌ ｉ ｓ ｉ ａ ｎ ｔ ｈ ｕ ｓ ） の Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ １ （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ
ｐ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 赤 紫 色 の 花 ） 、 Ｇ ２ Ｄ ３
Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ２ （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ
ｐ ｅ ） 、 赤 色 の 花 ） 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ４ （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ
－ ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 赤 橙 色 の 花 ） 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ５ （ Ｐ ｇ ｎ 色 素 表 現 型 （
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Ｐ ｇ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 白 赤 色 の 花 ） 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ８ （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ
色 素 表 現 型 （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 白 色 の 花 ） 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３
９ （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 赤 紫 色 の 花 ） 、 Ｉ
５ Ａ ２ １ Ｉ ３ Ｆ １ １ （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、
紫 赤 色 の 花 ） 、 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ Ｍ Ａ （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ
Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 赤 紫 色 の 花 ） 、 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ Ｍ Ｂ （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ
色 素 表 現 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 赤 色 の 花 ） 、 Ｉ ５ Ａ ２ １ Ｉ ３ Ｆ Ｍ Ａ
（ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） 、 紫 色 の
花 ） 、 Ｉ ５ Ａ ２ １ Ｉ ３ Ｆ Ｍ Ｂ （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ
ｐ ｅ ） 、 紫 色 の 花 ） 、 Ｉ ５ Ａ ２ １ Ｉ ３ Ｆ Ｍ Ｃ （ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｄ ｐ ｎ － ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ
ｙ ｐ ｅ ） 、 紫 色 の 花 ） の １ ２ 系 統 （ ｌ ｉ ｎ ｅ ｓ ） ２ ９ ８ 個 体 に つ い て 、 色 素 組 成 （ ｐ ｉ ｇ
ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｃ ｏ ｎ ｓ ｔ ｉ ｔ ｕ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 、 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ － ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ
ｐ ｅ ） 、 花 色 （ ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） を 調 べ 、 そ の 結 果 を 表 ６ に 示 し た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 表 ６ の よ う に 、 そ れ ぞ れ の 系 統 の 色 素 遺 伝 子 型 は 、 い ず れ も ヘ テ ロ 型 で あ っ た 。 な お 、
各 系 統 の 個 体 数 を 除 い た 各 数 値 は 、 系 統 毎 の 個 体 数 に 対 す る 平 均 値 で あ る 。 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２
Ｉ ５ Ｃ ３ １ （ Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 型 、 赤 紫 色 の 花 ） ， Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ Ｍ Ａ （ Ｐ ｇ
ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 型 、 赤 紫 色 の 花 ） の ２ 系 統 の ア ン ト シ ア ニ ジ ン 色 素 組 成 、 花 色 は 、 共
に 同 様 の 値 を 示 し 、 色 素 遺 伝 子 型 は 同 じ で あ っ た 。 一 方 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ２ （ Ｐ ｇ
ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 、 赤 色 の 花 ） の 系 統 は 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ １ 、 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ
１ Ｂ ３ Ｉ Ｍ Ａ 系 統 と 同 様 な 色 素 遺 伝 子 型 と 色 素 組 成 を 示 し た に も 関 わ ら ず 、 色 相 角 が ２ ８
． ６ 度 を 与 え 、 赤 橙 色 の 方 向 の 色 を 示 し た 。 し か し 、 こ の Ｃ ＊ の 値 は ６ ． ５ と 低 い 値 で あ
っ た こ と か ら 、 肉 眼 に よ る 花 色 は 薄 い 赤 色 が か っ た 白 色 の 花 で あ っ た 。 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 色 素
表 現 型 を 有 す る Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ４ と Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ Ｍ Ｂ の ２ 系 統 は 同 一 の 色 素
遺 伝 子 型 を 有 し て い た が 、 色 素 組 成 と 花 色 は 全 く 異 な っ て い た 。 す な わ ち 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２
Ｉ ５ Ｃ ３ ４ は 色 相 角 が ５ ５ ． ８ 度 で 橙 色 方 向 の 色 （ 肉 眼 で は 白 色 に 近 い オ レ ン ジ 色 の 花 ）
を 示 し た の に 対 し て 、 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ Ｍ Ｂ は 色 相 角 が ８ ． ０ 度 の 赤 色 方 向 の 色 （ 肉 眼
で は 赤 色 の 花 ） で あ っ た 。 Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 を 有 す る Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ８ と Ｇ
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２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ９ の ２ 系 統 は 同 一 の 色 素 遺 伝 子 型 を 有 し て い た が 、 色 素 組 成 と 花 色 は
全 く 異 な っ て い た 。 す な わ ち 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ８ は 色 相 角 が ９ ７ ． ５ 度 で 黄 色 方 向
の 色 （ 肉 眼 で は 白 色 に 近 い 黄 色 の 花 ） を 示 し た の に 対 し て 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ９ は 色
相 角 が － ２ ２ ． １ 度 の 赤 色 方 向 の 色 （ 肉 眼 で は 赤 色 の 花 ） で あ っ た 。 Ｈ Ｏ 、 ま た は Ｈ Ｄ の
複 対 立 遺 伝 子 を 含 む Ｉ ５ Ａ ２ Ｈ １ Ｉ ３ Ｆ １ １ 、 Ｉ ５ Ａ ２ Ｈ １ Ｉ ３ Ｆ Ｍ Ａ 、 Ｉ ５ Ａ ２ Ｈ １ Ｉ
３ Ｆ Ｍ Ｂ 、 Ｉ ５ Ａ ２ Ｈ １ Ｉ ３ Ｆ Ｍ Ｃ の ４ 系 統 は 、 い ず れ も 色 相 角 が － ２ ０ 度 を 下 回 り 、 紫
赤 色 方 向 の 色 を 示 し 、 肉 眼 で は 紫 色 の 花 で あ っ た 。
【 実 施 例 ７ 】
　 以 下 、 ト ル コ ギ キ ョ ウ Ｆ １ 種 子 の 交 配 作 出 法 を 具 体 的 に 説 明 す る 。
　 Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 の 一 重 全 色 ピ ン ク 色 の 花 （ ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ
ｐ 色 素 遺 伝 子 型 、 ホ モ 型 ） と Ｐ ｇ ｎ 色 素 表 現 型 の 一 重 全 色 白 色 の 花 （ ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ Ｐ
ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 、 ホ モ 型 ） を 交 配 し 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現
型 の 一 重 全 色 赤 紫 色 の 花 （ ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 、 ヘ
テ ロ 型 ） を 得 た 。
　 Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 の 一 重 全 色 赤 紫 色 の 花 （ ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｏ Ｈ Ｏ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ
ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 、 ホ モ 型 ） と Ｐ ｇ ｎ 色 素 表 現 型 の 一 重 全 色 白 色 の 花 （ ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｆ Ｈ
Ｆ Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 、 ホ モ 型 ） を 交 配 し 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素
表 現 型 の 一 重 全 色 赤 紫 中 間 色 の 花 （ ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｏ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝
子 型 、 ヘ テ ロ 型 ） を 得 た 。
　 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 の 一 重 全 色 赤 色 の 花 （ ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ
Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 、 ホ モ 型 ） と Ｐ ｇ ｎ 色 素 表 現 型 の 一 重 全 色 白 色 の 花 （ ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ

Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 、 ホ モ 型 ） を 交 配 し 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表
現 型 の 一 重 全 色 ピ ン ク 中 間 色 の 花 （ ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝
子 型 、 ヘ テ ロ 型 ） を 得 た 。
　 ト ル コ ギ キ ョ ウ の Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ６ （ Ｐ ｇ ｎ 色 素 表 現 型 、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ
Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 、 白 黄 色 の 花 ） と Ｇ ４ Ｉ ５ Ａ ３ Ｉ １ Ｆ ４ （ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ
ｎ 色 素 表 現 型 、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｏ Ｈ Ｏ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ 色 素 遺 伝 子 型 、 赤 紫 色 の 花 ）
（ 表 ５ ） を 用 い て 正 逆 交 雑 す る こ と に よ り 、 よ り 赤 い 花 を 作 出 す る 計 画 に よ り 交 配 を 行 っ
た 。 こ の 交 配 よ り 、 Ｆ １ 種 子 の 花 と し て Ｇ ２ Ｄ ３ Ｇ ４ Ｉ ５ 系 統 （ １ ６ 個 体 ） を 得 た 。 こ の
色 素 表 現 型 は 全 て 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 （ Ｐ ｇ 　 ２ ４ ． ７ ％ 、 Ｃ ｙ 　 ７ ２ ． ４
％ 、 Ｄ ｐ 　 ２ ． ９ ％ ） で 、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｏ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 で
あ っ た 。 ま た 、 花 色 は 肉 眼 で は 赤 紫 色 で あ っ た 。 花 色 は 、 色 相 角 （ ｈ ） が － １ ８ ． ５ 度 で
赤 紫 色 方 向 の 色 で あ っ た 。 明 度 Ｌ ＊ 値 は ６ １ ． ９ の 値 で Ｇ ４ Ｉ ５ Ａ ３ Ｉ １ Ｆ ４ 系 統 と 同 様
に 花 色 は 明 る く 、 彩 度 Ｃ ＊ 値 は ４ ０ ． ７ の 値 で 、 や や 鮮 や か な 赤 紫 色 の 花 で あ っ た 。 し た
が っ て 、 Ｇ ４ Ｉ ５ Ａ ３ Ｉ １ Ｆ ４ 系 統 に は な い Ｐ ｇ ｎ 色 素 表 現 型 を Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ Ｃ ３ ６
系 統 を 用 い て 、 そ れ に Ｐ ｇ ｎ 色 素 を 組 み こ と が で き 、 Ｇ ４ Ｉ ５ Ａ ３ Ｉ １ Ｆ ４ 系 統 よ り も 、
よ り 赤 い 花 を 計 画 の 通 り 作 出 す る こ と が で き た 。
【 実 施 例 ８ 】
　 ト ル コ ギ キ ョ ウ の Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 の Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ 系 統 （ 色 素 遺 伝 子 型 は
ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ ） と Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 Ｉ ５ Ａ ２ Ｈ １ Ｉ
３ Ｆ 系 統 （ 色 素 遺 伝 子 型 は ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｏ Ｈ Ｄ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ ） を 用 い て 、 正 逆
交 雑 に よ る 後 代 の 分 離 を 調 べ 、 そ の 結 果 を 表 ７ に 示 し た 。 そ の 結 果 、 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ
系 統 を 種 子 親 、 Ｉ ５ Ａ ２ Ｈ １ Ｉ ３ Ｆ 系 統 を 花 粉 親 と し て 交 配 し た 場 合 、 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３
Ｉ Ｒ Ａ 系 統 と Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ Ｒ Ｂ 系 統 を １ ： １ の 分 離 比 で 得 、 こ れ ら の 色 素 遺 伝 子 型
と 花 色 を 決 定 し た 。 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ Ｒ Ａ 系 統 は Ｐ ｇ ｎ 色 素 を 主 体 と し 、 色 相 角 は － ８
． ０ 度 を 与 え 、 花 色 は 赤 色 方 向 の 色 で あ っ た 。 彩 度 を 示 す Ｃ ＊ 値 が ３ ３ ． ３ で 、 淡 い 赤 色
の 花 で あ っ た 。 ま た 、 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ Ｒ Ｂ 系 統 は Ｃ ｙ ｎ 色 素 を 主 体 と し 、 色 相 角 は －
１ ８ ． ９ 度 を 与 え 、 花 色 は 赤 色 の 紫 が か る 方 向 の 色 で あ っ た 。 彩 度 を 示 す Ｃ ＊ 値 が ４ ７ ．
１ で 、 赤 色 の 花 で あ っ た 。
　 一 方 、 Ｉ ５ Ａ ２ Ｈ １ Ｉ ３ Ｆ 系 統 を 種 子 親 、 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ 系 統 を 花 粉 親 と し て 交 配
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し た 場 合 、 Ｉ ５ Ａ ２ Ｈ １ Ｉ ３ Ｆ Ａ Ｓ 系 統 を ７ ９ 個 体 得 、 そ の 色 素 遺 伝 子 型 と 花 色 を 決 定 し
た 。 色 相 角 は － ３ ０ ． ２ 度 を 与 え 、 花 色 は 紫 赤 色 方 向 の 色 で あ っ た 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 表 ７ の 結 果 か ら 、 Ａ １ Ｃ ３ Ｂ １ Ｂ ３ Ｉ 系 統 と Ｉ ５ Ａ ２ Ｈ １ Ｉ ３ Ｆ 系 統 の 間 に は 、 色 素 生
合 成 が 核 遺 伝 す る 他 に 、 細 胞 質 遺 伝 （ 特 に 、 母 性 遺 伝 ） に よ る 花 色 遺 伝 が あ る こ と が わ か
る 。 こ の 遺 伝 を 利 用 す る こ と に よ り 、 色 素 の 核 遺 伝 子 型 を 損 な う こ と な く 、 母 親 株 に 近 い
花 色 を 出 す こ と が で き た 。
【 実 施 例 ９ 】
　 ト ル コ ギ キ ョ ウ の Ａ ４ Ｂ ３ Ｆ ２ Ｋ ２ （ Ｆ ２ 、 八 重 花 ） 、 Ｇ ２ Ｄ ３ Ｂ ２ Ｉ ５ ９ Ａ （ Ｆ ３ ）
、 Ｇ ４ Ｈ ５ Ｇ ２ Ｄ ３ ９ Ａ （ Ｆ ２ ） の 各 系 統 を 自 殖 し た 結 果 を 表 ８ に 示 す 。 Ａ ４ Ｂ ３ Ｆ ２ Ｋ
２ （ Ｆ ２ ） 系 統 は 、 色 素 遺 伝 子 型 は ホ モ 型 で あ り 、 花 色 は ほ ぼ ３ ： １ で 分 離 し た 。 Ｇ ２ Ｄ
３ Ｂ ２ Ｉ ５ ９ Ａ （ Ｆ ３ ） 系 統 と Ｇ ４ Ｈ ５ Ｇ ２ Ｄ ３ ９ Ａ （ Ｆ ２ ） か ら は 、 色 素 遺 伝 子 型 に 従
い 、 花 色 が 分 離 し た 。 こ の 結 果 、 Ａ ４ Ｂ ３ Ｆ ２ Ｋ ２ （ Ｆ ２ ） の 自 殖 系 統 の よ う に 、 同 一 の
遺 伝 子 型 か ら も 違 っ た 花 色 が 分 離 す る こ と が わ か る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 １ ０ 】
　 八 重 花 （ 多 弁 花 ） の ト ル コ ギ キ ョ ウ を 自 殖 し 、 八 重 花 と 一 重 花 が ８ ４ 個 体 ： ３ ０ 個 体 （
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３ ： １ ） で 分 離 し た 。 そ の 結 果 、 八 重 花 の 遺 伝 子 型 を 、 Ｄ ／ ｄ で 示 す こ と が で き る 。 Ｄ ／
ｄ は 英 語 の 八 重 花 （ ｄ ｏ ｕ ｂ ｌ ｅ 　 ｆ ｌ ｏ ｗ ｅ ｒ ） の 頭 文 字 を 取 り 、 そ れ ぞ れ 優 性 型 ／ 劣
性 型 を 示 す 。 表 記 方 法 は 他 の 頭 文 字 を 取 っ て も 、 同 一 で あ る 。 従 っ て 、 Ｄ Ｄ と Ｄ ｄ 遺 伝 子
型 で は 八 重 花 が 得 ら れ 、 ｄ ｄ 遺 伝 子 型 で は 一 重 の 花 が 得 ら れ た 。 八 重 花 に は 、 バ ラ 咲 き （
ｒ ｏ ｓ ｅ ） 八 重 花 と フ リ ル 咲 き （ ｆ ｒ ｉ ｌ ｌ ） 八 重 花 が あ り 、 遺 伝 子 型 Ｄ ｒ ／ ｄ お よ び Ｄ

ｆ ／ ｄ で そ れ ぞ れ が 得 ら れ た 。
【 実 施 例 １ １ 】
　 覆 輪 花 （ 花 弁 の 先 端 の み が 着 色 し た 花 ） の ト ル コ ギ キ ョ ウ を 自 殖 し 、 覆 輪 花 と 全 色 花 （
花 弁 全 て が 着 色 し た 花 ） が ２ ２ ９ 個 体 ： ７ ７ 個 体 （ ３ ： １ ） で 分 離 し た 。 そ の 結 果 、 覆 輪
の 遺 伝 子 型 を 、 Ｅ ／ ｅ で 示 す こ と が で き る 。 Ｅ ／ ｅ は 英 語 の 覆 輪 花 （ ｅ ｄ ｇ ｅ 　 ｃ ｏ ｌ ｏ
ｒ ｅ ｄ ） の 頭 文 字 を 取 り 、 そ れ ぞ れ 優 性 型 ／ 劣 性 型 を 示 す 。 表 記 方 法 は 他 の 頭 文 字 を 取 っ
て も 、 同 一 で あ る 。 従 っ て 、 Ｅ Ｅ と Ｅ ｅ 遺 伝 子 型 で は 覆 輪 花 が 得 ら れ 、 ｅ ｅ 遺 伝 子 型 で は
全 色 の 花 が 得 ら れ た 。
【 実 施 例 １ ２ 】
　 ス イ ー ト ピ ー （ マ メ 科 ） 花 弁 色 素 の 分 析 を 行 い 、 各 品 種 系 統 の 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 を 調 べ
た 。 そ の 結 果 、 表 ９ に 示 す よ う に 、 各 品 種 系 統 の 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 を 明 ら か に し た 。 Ｄ ｐ
ｎ の 色 素 表 現 型 に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン で あ る マ ル ヴ ィ ジ ン （ ｍ ａ ｌ ｖ ｉ ｄ ｉ ｎ 、
Ｍ ｖ ） と ペ チ ュ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｔ ｕ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｔ ） を 含 み 、 こ れ ら は 、 い ず れ も Ｄ ｐ ｎ
を 生 成 す る 色 素 遺 伝 子 型 に 包 含 さ れ る 。 更 に 、 Ｃ ｙ ｎ の 色 素 表 現 型 に は メ チ ル 化 ア ン ト シ
ア ニ ジ ン で あ る ペ オ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｎ ） を 含 み 、 Ｃ ｙ ｎ を 生 成 す る 色 素 遺
伝 子 型 に 包 含 し た 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 １ ３ 】
　 シ ャ ク ナ ゲ （ ツ ツ ジ 科 ） 花 弁 の 色 素 の 分 析 を 行 い 、 各 品 種 系 統 の 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 を 調
べ た 。 そ の 結 果 、 表 １ ０ に 示 す よ う に 、 各 品 種 系 統 の 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 を 明 ら か に し た 。
Ｄ ｐ ｎ の 色 素 表 現 型 に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン で あ る マ ル ヴ ィ ジ ン （ ｍ ａ ｌ ｖ ｉ ｄ ｉ
ｎ 、 Ｍ ｖ ） と ペ チ ュ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｔ ｕ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｔ ） を 含 み 、 こ れ ら は 、 い ず れ も Ｄ
ｐ ｎ を 生 成 す る 色 素 遺 伝 子 型 に 包 含 さ れ る 。 更 に 、 Ｃ ｙ ｎ の 色 素 表 現 型 に は メ チ ル 化 ア ン
ト シ ア ニ ジ ン で あ る ペ オ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｎ ） を 含 み 、 Ｃ ｙ ｎ を 生 成 す る 色
素 遺 伝 子 型 に 包 含 し た 。
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 １ ４ 】
　 ツ ツ ジ （ ツ ツ ジ 科 ） 花 弁 の 色 素 の 分 析 を 行 い 、 各 品 種 の 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 を 調 べ た 。 そ
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の 結 果 、 表 １ １ に 示 す よ う に 、 各 品 種 系 統 の 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 と 花 色 を 明 ら か に し た 。 Ｄ
ｐ ｎ の 色 素 表 現 型 に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン で あ る マ ル ヴ ィ ジ ン （ ｍ ａ ｌ ｖ ｉ ｄ ｉ ｎ
、 Ｍ ｖ ） と ペ チ ュ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｔ ｕ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｔ ） を 含 む 場 合 が あ り 、 こ れ ら は 、 い
ず れ も Ｄ ｐ ｎ を 生 成 す る 色 素 遺 伝 子 型 に 包 含 さ れ る 。 更 に 、 Ｃ ｙ ｎ の 色 素 表 現 型 に は メ チ
ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン で あ る ペ オ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｎ ） を 含 む 場 合 が あ り 、
Ｃ ｙ ｎ を 生 成 す る 色 素 遺 伝 子 型 に 包 含 し た 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 実 施 例 １ ５ 】
　 キ ン モ ウ ツ ツ ジ を 種 子 親 に 、 ヒ ラ ド ツ ツ ジ を 花 粉 親 と し て 交 配 を 行 い 、 Ｆ １ ツ ツ ジ を 作
出 し 、 そ れ ら の 花 弁 色 素 の 分 析 を 行 い 、 種 子 親 と 花 粉 親 、 各 雑 種 の 色 素 遺 伝 子 型 と 花 色 遺
伝 を 調 べ た 。 そ の 結 果 、 表 １ ２ に 示 す よ う に 、 各 雑 種 個 体 群 に お け る 色 素 遺 伝 子 型 と 花 色
を 明 ら か に し た 。 Ｄ ｐ ｎ の 色 素 表 現 型 に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン で あ る マ ル ヴ ィ ジ ン
（ ｍ ａ ｌ ｖ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｍ ｖ ） と ペ チ ュ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｔ ｕ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｔ ） を 含 む 場 合 が
あ り 、 こ れ ら は 、 い ず れ も Ｄ ｐ ｎ を 生 成 す る 色 素 遺 伝 子 型 に 包 含 さ れ る 。 更 に 、 Ｃ ｙ ｎ の
色 素 表 現 型 に は メ チ ル 化 ア ン ト シ ア ニ ジ ン で あ る ペ オ ニ ジ ン （ ｐ ｅ ｏ ｎ ｉ ｄ ｉ ｎ 、 Ｐ ｎ ）
を 含 み 、 Ｃ ｙ ｎ を 生 成 す る 色 素 遺 伝 子 型 に 包 含 し た 。
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【 実 施 例 １ ６ 】
　 二 重 咲 き 花 （ ホ ー ズ イ ン ホ ー ズ ； ｈ ｏ ｓ ｅ － ｉ ｎ － ｈ ｏ ｓ ｅ ） の 久 留 米 ツ ツ ジ と 一 重 花
サ ツ キ を 交 配 し 、 二 重 咲 き 花 雑 種 と 一 重 花 雑 種 が １ ４ ４ 個 体 ： １ ２ ３ 個 体 （ １ ： １ ） で 分
離 し た 。 そ の 結 果 、 二 重 咲 き 花 久 留 米 ツ ツ ジ お よ び 二 重 咲 き 花 雑 種 の 、 二 重 咲 き 形 質 に 関
す る 遺 伝 子 型 を Ｄ ｈ ｄ （ ヘ テ ロ 型 ） と 明 ら か に し 、 一 重 花 サ ツ キ お よ び 一 重 花 雑 種 の 遺 伝
子 型 が ｄ ｄ （ 劣 性 ホ モ 型 ） で 有 る こ と が わ か る 。
【 実 施 例 １ ７ 】
　 ツ バ キ （ ツ バ キ 科 ） に つ い て 、 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 を 調 べ た 。 そ の 結 果 、 表 １ ３ に 示 す よ
う に 、 各 品 種 の 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 と 花 色 が わ か る 。
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【 実 施 例 １ ８ 】
　 バ ラ （ バ ラ 科 ） の 品 種 ‘ フ レ ン シ ャ ム ’ に つ い て 、 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 を 調 べ た 。 そ の 結
果 、 ア ン ト シ ア ニ ジ ン は Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 で あ り 、 Ｄ － ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ
ｐ Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 で あ る こ と が わ か る 。
【 実 施 例 １ ９ 】
　 デ ル フ ィ ニ ウ ム （ キ ン ポ ウ ゲ 科 ） の 品 種 ‘ ブ ル ー ミ ラ ー ’ に つ い て 、 萼 片 色 素 遺 伝 子 型
を 調 べ た 。 そ の 結 果 、 ア ン ト シ ア ニ ジ ン は Ｄ ｐ ｎ 色 素 表 現 型 で あ り 、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｄ Ｈ Ｄ ｐ
ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 で あ る こ と が わ か る 。
【 実 施 例 ２ ０ 】
　 カ ー ネ ー シ ョ ン （ ナ デ シ コ 科 ） の 品 種 ‘ ク ラ レ ッ ト エ レ ガ ン ス ’ 、 ‘ サ リ ス ロ ー ヤ レ ッ
ド ’ 、 ‘ ソ ル ビ ッ ク ス シ ド ニ ー ’ 、 ‘ ミ ス 小 倉 ’ 、 ‘ 福 岡 ７ ８ 号 ’ に つ い て 、 花 弁 色 素 遺
伝 子 型 を 調 べ た 。 そ の 結 果 、 こ れ ら 品 種 の ア ン ト シ ア ニ ジ ン は 全 て Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現
型 で あ り 、 Ｄ － ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ Ｐ ｇ － Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 で あ る こ と が わ か る
。
【 実 施 例 ２ １ 】
　 グ ラ ジ オ ラ ス （ ア ヤ メ 科 ） の 品 種 ‘ 紅 雀 ’ 、 ‘ ア ー リ ー レ ッ ド ’ 、 ‘ レ ッ ド ラ ジ ア ン ス
’ 、 ‘ 美 園 ’ 、 ‘ バ ン ド ワ ゴ ン ’ に つ い て 、 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 を 調 べ た 。 そ の 結 果 、 こ れ
ら 品 種 の ア ン ト シ ア ニ ジ ン は 全 て Ｐ ｇ ｎ 色 素 表 現 型 で あ り 、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ － Ｃ ｙ
Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 で あ る こ と が わ か る 。
【 実 施 例 ２ ２ 】
　 赤 色 系 品 種 の キ ク （ キ ク 科 ） に つ い て 、 花 弁 色 素 遺 伝 子 型 を 調 べ た 。 そ の 結 果 、 本 品 種
の ア ン ト シ ア ニ ジ ン は Ｃ ｙ ｎ 色 素 表 現 型 で あ り 、 ｄ ｄ ｅ ｅ Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ
Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 で あ る こ と が わ か る 。
【 実 施 例 ２ ３ 】
　 各 複 対 立 遺 伝 子 の 組 合 せ 早 見 表 を 、 表 １ ４ お よ び 表 １ ５ に 示 す 。 行 に は 花 粉 親 の 配 偶 子
を 示 し 、 列 に は 種 子 親 の 配 偶 子 を 示 す 。 表 １ ４ は 、 Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ 、 Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ お よ び Ｄ ｐ ／
ｄ ｐ で 示 さ れ る 遺 伝 子 座 が Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ ま た は Ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で
表 さ れ る 場 合 の 組 合 せ 表 で あ り 、 表 １ ５ は 、 Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ 、 Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ お よ び Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ で
示 さ れ る 遺 伝 子 座 が ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で 表 さ れ る 場 合 の 組 合 せ 表 で あ る 。 例 え ば
、 遺 伝 子 座 が Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で あ り 、 一 つ の 複 対 立 遺 伝 子 Ｈ Ｏ と も う 一 つ の 複
対 立 遺 伝 子 Ｈ Ｏ が 受 精 し 、 そ の 組 合 せ が Ｈ Ｏ Ｈ Ｏ と な っ た 場 合 は 、 表 １ ４ か ら そ の 色 素 表
現 型 が Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ で あ る こ と が 、 こ の 早 見 表 よ り 速 や か に 知 る こ と が で き る 。
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【 実 施 例 ２ ４ 】
　 色 素 表 現 型 と 色 素 遺 伝 子 型 と の 対 応 を 示 す 、 早 見 表 を 表 １ ６ に 示 す 。 例 え ば 、 Ｐ ｇ ｎ Ｃ
ｙ ｎ 色 素 型 の Ｈ Ｔ Ｈ Ｔ Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 と 、 白 花 （ ｎ ｏ ｎ ｅ 色 素
型 ） の Ｈ Ｆ Ｈ Ｆ ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 と を 交 配 す る と 、 Ｈ Ｔ Ｈ Ｆ Ｐ ｇ
ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ の 色 素 遺 伝 子 型 を 有 す る Ｆ １ 交 配 種 を 作 出 す る こ と が で き 、 そ の 色
素 表 現 型 が Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ で あ る こ と が 、 こ の 早 見 表 よ り 速 や か に 知 る こ と が で き る
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【 実 施 例 ２ ５ 】
　 各 複 対 立 遺 伝 子 の 組 合 せ か ら 花 色 を 知 る こ と の で き る 早 見 表 を 、 表 １ ７ お よ び 表 １ ８ に
示 す 。 行 に は 花 粉 親 の 配 偶 子 を 示 し 、 列 に は 種 子 親 の 配 偶 子 を 示 す 。 表 １ ７ は 、 Ｐ ｇ ／ ｐ
ｇ 、 Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ お よ び Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ で 示 さ れ る 遺 伝 子 座 が Ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ ま た は
Ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で 表 さ れ る 場 合 の 組 合 せ 表 で あ り 、 表 １ ８ は 、 Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ 、 Ｃ
ｙ ／ ｃ ｙ お よ び Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ で 示 さ れ る 遺 伝 子 座 が ｐ ｇ ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で 表 さ れ る 場
合 の 組 合 せ 表 で あ る 。 例 え ば 、 遺 伝 子 座 が Ｐ ｇ Ｐ ｇ Ｃ ｙ Ｃ ｙ Ｄ ｐ Ｄ ｐ で あ り 、 一 つ の 複 対
立 遺 伝 子 Ｈ Ｏ と も う 一 つ の 複 対 立 遺 伝 子 Ｈ Ｏ が 受 精 し 、 そ の 組 合 せ が Ｈ Ｏ Ｈ Ｏ と な っ た 場
合 は 、 表 １ ７ か ら そ の 色 素 表 現 型 は Ｐ ｇ ｎ Ｃ ｙ ｎ Ｄ ｐ ｎ で あ り 、 し た が っ て 、 そ の 花 色 が
赤 紫 色 で あ る こ と を こ の 早 見 表 よ り 速 や か に 知 る こ と が で き る 。
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　 こ れ ら の 実 施 例 か ら 、 本 発 明 の 遺 伝 子 型 Ｈ Ｘ Ｈ Ｘ ・ Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ ・ Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ ・ Ｄ ｐ ／ ｄ
ｐ ま た は 遺 伝 子 型 Ｄ ／ ｄ ・ Ｅ ／ ｅ ・ Ｈ Ｘ Ｈ Ｘ ・ Ｐ ｇ ／ ｐ ｇ ・ Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ ・ Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ で Ｐ
ｇ ｎ 、 Ｃ ｙ ｎ 、 Ｄ ｐ ｎ の 色 素 表 現 型 を 帰 属 し た 花 色 お よ び ／ ま た は 花 形 育 種 法 が 優 れ た 花
色 遺 伝 型 交 配 法 で あ る こ と は 明 ら か で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
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　 本 発 明 に よ り 、 花 き の 色 素 遺 伝 子 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ ｅ ｎ ｔ 　 ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 明 ら か に
で き る 。 た と え ば 、 遺 伝 子 型 （ ｇ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） Ｄ ／ ｄ ・ Ｅ ／ ｅ ・ Ｈ Ｘ Ｈ Ｘ ・ Ｐ ｇ ／ ｐ
ｇ ・ Ｃ ｙ ／ ｃ ｙ ・ Ｄ ｐ ／ ｄ ｐ で あ っ て 、 Ｐ ｇ ｎ 、 Ｃ ｙ ｎ 、 Ｄ ｐ ｎ の 色 素 表 現 型 （ ｐ ｉ ｇ ｍ
ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｔ ｙ ｐ ｅ ） を 帰 属 し た 花 色 遺 伝 型 交 配 法 を 用 い 、 花 き の 花 色 を Ｃ Ｉ Ｅ
Ｌ ａ ｂ 表 色 系 を 用 い て 正 確 に 測 色 ・ 数 値 化 す る こ と に よ り 、 優 れ た 新 花 色 を 提 供 で き る 。
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